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は し ガ さ

二の報告書は 昭和3/年/2月 受ﾡ甲宇ﾡ西土山町内旧貼河 

#において 「林業政灰事咲の 経済ﾡ研」のテーマ ・ﾡﾡ領査し 

たるのてるる, すてに三年の年月を経て. その新表計画が尽株 

的にﾡ施生 れ.不の 琴居もﾡﾡ時とはかなり の セが ゐるとﾡわれ 

るが. ﾡ泉*の実寒ヒその分が絶系を示すでとは. ﾡ家林ボがク 

ロー ズアップ=れてきた今日 たとえ尽にﾡ/ふい= ゝかな報き 

ざそめって乙 表求林求の研ﾡの-資件になれば幸とほい、 さ、に 

印ﾡ!する次ャそ ある。

ﾡ/ﾡでは 僕ぷを有の誉承をなす村至若の表構を分才し 依 

衆 と産求の 町を呼ら かにし. 第2最ては後家べﾡ問している林 

挙枝新水セ アンケート 顔社によ リ 休野所有階ﾡ別にﾡう か= する. 

ﾡ引ﾡさ 山所有ﾡ駅をが野所有ﾡﾡ別に 火 f を出 し. それ ビ 

れの価別王済ﾡ系ﾡ逮をﾡ登し. その杯※の性格を求した. 経幸 

(=おいて. 才経済及び個別径済のもっ株※のﾡ向ﾡを検めし 要に 

W 疹、的A 狡衢 火 雪同感を短示し た。

二の網ﾡにめたりﾡ々郷配と財っ /, 数ﾡ示方林務標長は じ め 

系方. ﾡ方事務所 土山町役場、 呉地の中管反ﾡの谷位. 成びﾡ 

ﾡにﾡ騒的に 方 さ れ たﾡ河森よ相今な らびに 表泉 の方々にから 

お礼申上げる.

なお. 二の第ﾡそ垣ぎしたのき当都ﾡ野伸二 京都支場、鈴水典 

歌 当部き置ﾡてある. 取紐めは吉沢が行ったが, このようにﾡ 

き 普が まとまつたのは 紙野枝営 の 営ﾡ的為xゲ あったにかてある。 

シ し 本報告ぎの 中 に 今後 の ﾡ以林京所ﾡ -益するものがめると す 

丸ば、 それは領:野炭官の指好の賜こある。まに=の調ﾡに際レ、 全 

殺的に塩ﾡされた株栄ﾡﾡ所ﾡ室長 松曲波管. なっびに取処のに 

御坊力 い た * い た松井ﾡ 官 に母<御え #上げる。

ノラsゥ.ス.ノク 林条ﾡ済所究峯
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帝/ﾡ 自然ﾡ案件

/ 昭点2夕年町村合併以条ﾡ河本は土山町の一部となったぶ、二 

の 師査て A、旧ﾡ川科セ対象 としたの で展区上ﾡ河村ヒ し こ 論す 

る。

求海券章駅で複市 (三重無)行の翌井義にﾡﾡえ谷2分

る と甲南駅にﾡ< ・ = 、 から画よバ スに系る と向もなく事選 

に出る.京ﾡごは画資二号祭だ け にバスは分よ< はしる。と2分 

ののら江土山町にﾡく公. こゝに. 合併点の土山町の役場が場 

って=の 地の 中じ地と なっている。 さらにご〜からバスて環き

をり番< し て左にれると 次*に山が って. 山画の谷向に 

田 が点在 して. そのまわり ヒﾡ映け の 電線 をはりめぐら しこいる 

のが目をひ<。バスは中 こ何回か木ﾡを 満城 したN ラックに不 

。 かっ た。林※地 しのを浜くしているヒ 土山町を ﾡってなら 

約4o 分の の ち結河神の 中じ地大ﾡﾡ河にﾡ < ・

-、ﾡ川対は総面ﾡS3。○町の山対で送浜家の兵系高都にお っ 

て . ﾡは旧山内村 面は土山町 比ば溝生郡旧市京紅、 京は公ﾡ 

山ﾡ々はさん で 三重架に展し ている.

2) 環部景ﾡをﾡ北にたる公た山かの 中 にか 二 まれた結河対の地ﾡ 

は一般に冬で. と<に系部. 北部べ感さ御在所山くス。ラ～・>

をﾡ中にし て 光部 に 雨をﾡ.( .ョ8 ～t)締向山 (//。 w ) が5
リ ・ 票都には録ヶ (/Sク～と) 

二 の建業セ水源と し て河川メ

に流れ こ み満々 た る水をた ゝ え . 

入っ て野川本流と合 L ごいる。 

ひらけている。

が? ている。

昭本 27年 に工 し た野" ダム 

受に松だ川 を元れ こ旧土山町に 

ﾡ地の大ﾡ身はおﾡ川にﾡって

地質は鈴ﾡ山駅の主ﾡの北ﾡ部と面ﾡめ一部は買岩. 砂少岩、番 

岩よりでさてい る吉生居に酒 し、旧山内ヒ 隣ﾡする 一部は寿三 

ﾡ唇に属し、 中央部山地の一部はﾡ粒花ﾡ送からなり. 松ﾡ刈に 

活っ た平垣地沖ﾡﾡにﾡし ている。



3> ﾡ近系平ﾡﾡ/32と を示し・ ﾡ水ﾡは年降雨ﾡ2.73る" 

に反び水口町の系年平ﾡSクo〜ス . 宝津市の～"43m, に比べ 

てとの て多い。このこ とが林求地ヒ しての 発属の示件 となって 

いるニとはいうまでもない。降野は困ノ/ 目下ﾡにはじほり3 
戸 中旬に終る。ﾡ香量は最高 3ocmu 内かでめるが山では/クL 
以上に連 する こヒがある。しか レ 比*的融雪 が早い の で次に大 

さな支衆となる二とはない。降ﾡ はt/○同下回にはじまってα同 

中切にﾡる .

ﾡ2節 社会経済的ﾡ件

(/ 人口

/ 昭友3○ﾡﾡ劣ﾡ査結京によるヒ 世帯ﾡ:ze 世人ロ. 男 

クタ?人 ﾡ多○/へ 計/クヨ ク人で. にれセー方杯当りヘロでみる 

と32へとなるな, 二の数ﾡﾡ原平均ユスへ. 全国平ﾡス/ 

人 と比ﾡし てﾡ端に低い こ と に最初に 注目 レなければならない。 

人ロ規象に ついては. 「持定の地炭の ヘビは二 の地威に発規する 

一切の社会異象の或奥の垣当巻」(宗-.社会学請ﾡﾡ料昭 

Pスグ)といわれるように 一ノ—海筋畳 とみる勝合. と 

く にﾡﾡ向ﾡと肉型し 乙考ﾡする とさに. 入さ雲 は#ﾡに検討 

とれなければならない”

ﾡ河村のへ口の丁支ﾡﾡﾡとャ 2 - /表でみると . 昭和2o 年 

預まてﾡ少でﾡるるが塔mﾡ司る示 していた, そし 乙全国共通に

2-/ 人ロﾡ移

年 次 大9 ル FだF s /ク ノニ スそ s 2ク 3o
人 ロ

数

/?
/◇c

ノ3今

22
/32S
/Cバ

/42る

c ラ

/S2o
～/8

/4?2
/ 3/

マ2$ワ

/クニ //
/クタc
3

() 大正夕を と。 とする,

みれるよっにﾡ戦后爲激にﾡ加し 昭和え$年にはピーグとな 

り 大正ク年の人口波の ク$%*ﾡ加したが、 にれは入河源ﾡ落 

に国ぎダくが建設され. その産用がめったためてめる。昭和27
()

年にダくスが成されて がはﾡ、ぶ同をたど り現在に至っ こている。 

z) 次に産求別戸ﾡほび人口ﾡ式とみるヒ. が最も多く〜44月

(全戸ﾡの s4%) ・ き工※/夕だ(<%) で◇ﾡ ノ<方(ミ?%) 

(土山就座素経済策発行 土山町のﾡﾡによる) となっている。

昭紀 引。 年国 舞調遶題 豕 がら. 案卷 別入口 廃成 を みる と・殺※ 

/.243、全人 □に対する比率 クs%) 海工求ゞ3へ (同s%)、 

その他3&αく(同22%) てある。ﾡ求ナ教の$ ぐ%に対しﾡﾡ 

人□が 73%になっているの は本※戸女ぶ入っ こいるかだとﾡ 

ﾡされるが. この京と明らかにするだめ. ﾡ査手次はﾡるが、昭 

ﾡ2? のﾡ業別戸数をみる とャスース ﾡの通り て ﾡ栄ナ逃

s4ナ (4?%) 林ギ ・ 山本労ぬも色め たもの)/e<ア (32%) 
てめり 二の対人林米反びﾡセﾡﾡﾡﾡ費堂としている事央は 

胴らか となる。

ーユ ﾡ業別ア数るび比

ナな。、ペ 意 ※ 本 * 商 ※ 次電京 日有糸 山めゅ マの他 社

歓 6 4 /? 3 — スミ s3s
比 4 ? s a — ク え ク /c2

引) ﾡ河村は旧ﾡ河. 入河ﾡのニクぶがﾡ治ス年の町ぶﾡの上

売と共に合併 し て誕生したも の ほ ・ 明治 $年モ申戸書る時結河都 

ﾡは/と3ナ ・ 大河京ﾡﾡ ふナかめなり、ﾡ米を主求ヒ しながら 

渋焼、 系刈ぶび製六と副ボごして替んていた. 見左ﾡ河は/&ナ 

(阿ﾡ業専. &月) 大河泳ノ&ノナ(内数ﾡ裂賞うナ)から 

は い ・ ﾡ河都落に は 役為. ﾡ所 ﾡ協. 森林額合 . 学な ﾡ 

厩ﾡべるり .才の中じとなっ てい合が、松ﾡ川 ﾡ岸にひらゅた 

ﾡ地にﾡまれ て い るた めﾡ城経き規ﾡは大承都寿よ り 大さ い 

大河ﾡは耕地は さわめ 乙小なく、山林ツ材を主堺と する 労め若公号 

い ・

) 主ﾡﾡ求であるﾡ栄ﾡ堂たﾡ業ﾡ本ﾡ査(昭ス?) によってみ 

る とﾡ家ナ救ス/とナ の ラ ら専栄費家ﾡさわ め て少なく. わずかに " 

ナ (様な戸数の 4%) 兼 米 幾 家 N" ボ ・殺ﾡ六城の zs2 う こ.

(*)



この ラちﾡ業を主とする系洋ﾡﾡは?ィ戸 (ﾡ戸数の %) 

改業をﾡとするﾡボ表球3ナ (核ぶ戸表の5ス%)そ会覇な 

山林ﾡ業の姿と示し ている。この- とはそ営規償引ﾡ家戸抜をみ 

たとき一ﾡﾡらかとなる。すなわらァスー 3糸にみら九るように 

/町以下の悪家数が大部分てある。自小作別 _みると自膜ノ8テ

2-ヨ 規秋ダ』、守ﾡ引恐送称

4 数 ヘヘm反 浜～ 3及 S&～ノ町 /ﾡ〜/$町

2 本 ス/ 4 2 ヨ ク ク えく /
翌 K ク / 3 3
第 ¥ ド ク と そ ア“ 2 3 /

7
条

/ / / 夕 2そ /

4 ノノ3 2 6 ヨ / s /
自小R38デ・ 小自/s戸・ 小S方で巨作岩が多い。

2)土地

ノ) 土地所ﾡ別 利用区分別面救はャえ一α役のりである。

2-← 所有ろ. 穫ﾡ別土地画ﾡ (平位及)
\項

臣 田 山 株 老 その他 計 地率

公 有 ノ2 < ce ペク 3 /c. 6 $o 2oo
社寺有 <rc os
私 有 ク 44 4ヨ 4o. o /◇7 «z./3$ ク る

計 2 7 do 43 $/23o ノタス < /2o
比 字 ○./ ク/ 力』 P.ヨ a/ co

(注) 林ﾡ枝術管及モデル地区ﾡ係資料(昭ス")より 水段 

森杯面震が究き計料により 必ずレも一数しない。さ きに読 

し た村総証ﾡは台画ﾡの ため、 ニ に爲求し た数ﾡと若 

し <ﾡる とﾡわれる.

$3マ○«反ヒいうﾡ店は. 昭和2夕年滋ﾡ京統計害の土地 

ﾡﾡ$332夕反とﾡ等しいので. これがﾡ面ﾡを示すもの

(6)

と し て状用 し た・

所有形ﾡ別 に は最有 は全画徴 の約s○%セ占めており、ﾡりx。

%が公ﾡこ ごれﾡ後にべるぶ有抹 お有村でおる。

&ﾡ別には1林面忍は全面税の ククs4で、 恐心じ全託が山uヒい 

っていい趣 本野ﾡの高い山村で 計画武ﾡ定かにスにﾡざ 

な い.

ス) ﾡ地の税面根は/3タノ町歩 そのうち水田司ﾡ/スs?町 x 
/32町 ( 遂型ぶ統き計書昭* ス。年) さ. 畑面ﾡは極め こ 少な < . 

/ワ 町の水田が木お表業の中枚 となって いる。ニモ野に少さ 

<水田画ﾡの 2査ﾡにほざない。

2- ﾡ計のS
臣 町 t

大 正. ノス ノマ2 ス / ノ«/

ビョ 昭や スs ノ// / / /ス

イ 2? マ< ノ 3 ノョP
(注) (イ) 甲ﾡ部ふ 大正/"年

・e) es○世示阪ボセンサス始栗 

い昭ス9年 恋楽基*ﾡ義

く マ のﾡ用地を除く )

ャ え-s ﾡにみられるよ ラ に耕計地は大王年べからﾡ涙されてい 

ない。 二のこ ヒはﾡ計地抜張に よるﾡの飛ぶがなされていない ニ 

と そ物ﾡるめの で 、 山地の 起ﾡ し た言気許示百生 していa= 
のである.

二 れ地の 所有肉保は オ スー4表に みめれるごとく ﾡせミ H
の 夕ﾡは言作地でめる。患地改ﾡめ結事球のﾡたと友って、 

る ※泉戸ﾡは2ノzナ (ﾡ求基*3査 Tスマ ヨ » で あ るから /

自小別ﾡル面ﾡ

さP 及 総面保 自 イタ 地 小ド 阳 g 小イ下地比率

(イ 大正 /そ ノ4/ s /es. 7 37ダ 734 スっる

6 ﾡ千 2s / ? /S.x ノ3.& / d
「7)



| ()昭E 和2夕1/32 /」 そと 2 I •2 I | ・ ・ |
c注) (イ) ﾡ賀郡誌 大正グ

(a) せﾡﾡ米センサス 昭科

い ﾡﾡ基本評ﾡ 昭和2?
戸当り 平ﾡﾡ営面谷 は<反火セそある。

3) 山林面表を示す正確なﾡ料はな<. 統により若干ﾡってくる. 

ささに示した オスー4表 で は s./P町歩 . 示林ﾡ合資料に よると 

.?e○町歩. ま た系株ﾡに よると 〜クョノ町歩 さそれぞれﾡ った値 

セ示レ. 山林面役は必ずしもﾡ店にﾡえられていない。そこでな 

ﾡでは森本ﾡに よる 面後 を一宛 本面ポ とするも、 資料のﾡ約に 

よりﾡの 衝鳥を設 用 せ ざる冬4ない場合もぁ っ た。

株の所石形態、林相別ﾡは*2一7不のI であろ。すな 

わち所有別に は私将求が約 s割、公ﾡ林が残り 2ﾡセ占めており 

z-ク ﾡ ヌ 林相 別 林野 面ﾡ

甲杯杯 タ t そ の ・ 計 Fニ毕 人工林 91

私 石 /co ・d今o /c $o シク2o ク28 〜oce o

公 有 <so NOク $o So so "W $oo so

計 ス, ク$o <5o マ◇○ /◇C K.クco ee 2,今co

比 羊 (%) ス・ノ /◇o

上記面ﾡ中ﾡ合R門暴 え35○ イ 今oo /クo o 1 cc2 |マ・-2o 34o

() ﾡ林ﾡ合ﾡ料による

用 ﾡ別に 詩 用枚林 る.クさ○町「浜 で 全 山林面積 の 約 sふ$% を 当 め 

炭林は<$○町歩sよ/%. 京野«3%からなり 甲材林の7割 

は、人工株で天父株は位かに/にぎない。

ﾡ河村山杯面ﾡ の s○%をちめ る私有林、の 規ﾡ別 所有状況は ャ 

2-ふ表のりであるが、 ノ町求ﾡの細な所ﾡ為がとs方(全体、

2-8 林野所計ﾡﾡTオ 者及び林野ﾡ恐

u杯P有求別ﾡﾡ /町未ﾡ /〜3町 ラ～今町 〜/○町丁 /◇〜そo町 22見

実 数
(/z3ベ)

クム
cクラ)

57
(ス/)

42
(8)

ノノ 
(-8)

ス
レN) (ス4k)

(S)

番承 /S2 2ス/ 32S «P/ so3 doP

光 率
ナ 渋co)
衝 承くo)

ス.ク s8
3.ク

夕.え

Ss
/◇.ク

so →
ズ

Z
ミ/

</.2
/ーぐ

/2o

(注) / 林※状術香反モデル地区西示資料

2 く )は示ﾡ合京の山林所有規炭別へ数 (森太 

組合資料)

ののマク%) そ最も今いう 二れにして所ﾡ山林面や位かに全山 

ﾡ面ﾡの/? %にﾡざないが、ぜにs。 町以上 の 帆宿 酒 は /2名

c 全なの ミ./%) であるの に山ﾡ 武全体 の <x2%(に も戻べで 

いる。

地区内所ﾡ ・ 地区介所有 の状元を森太領合氏の増か成から みるヒ、

区内居店岩ス4人、所有山林面ﾡs./«e町. 地区ﾡ柱岩〜○へ 

所ﾡ山本ﾡ 2○町 ( 注ハでゃる- 地に外所有 の中には S林栄く 

込面ﾡ$0町歩 昭和27戸) . M林差(ﾡ面ﾡe町歩 

昭和3/年所料 ) ・ 山歌ﾡ区 (面ﾡs ○町浜 ﾡ和 ク年所) 

K戻 ( xs。 町 昭和/4年相) S氏(s。 町「歩 . 昭名 ク 年所有 ) な 

以がい る、林地が大札模 に村外所村者 に 流丸 たのは明治 火o～4ス

頃で 大 正時代 に は 所ﾡ は殆んじ固定したヒ いわれてい る ・

このよう な対介所ﾡ着に対し て、賤民は林旭セピ o ようにﾡ有 

しているかと ャ2一?※でみるヒ. ②ﾡ家王営画ﾡと林地所有は 

ルウらずし も相区 の ﾡ係はない が 林地のﾡ所有者はﾡぎ面忍/ 町 

求ﾡのﾡ家でおる. ③ﾡ熟の林野所有規状はﾡ細である. (太野 

所有ﾡ家のS3%は/町示ﾡの着で場るゝ 二とを指ﾡでさる。

2-ウ ﾡ地受営面ﾡと 系林面承の 肉旅

(9)

ノ町系ﾡ 〜 3 3 へS S〜ノo ノど ～ス2 スe〜$o $ogJ上 tt 合 計

os及・ 3 及 3 / / - / / /e 3 3 4?
25 % 3 / 3s /2 3

s～/o s ク / / 84 ララ ・

/e 〜/ダ 之 ノ3 6 ス <



パS2ク | /||

さf__|2グ|4/7 < / 2 2 s8 ～く 

c注1 ﾡ次る会く 田～ク) * り家

公方林氏系ﾡ京 さ杯 村司林. 部ﾡ有杯の町?の形組 

がある。 系存ﾡは台ﾡ面ﾡ/34町丁歩(兄面ﾡ«0○町タ 内景有 

本セ し てﾡ上灰を設定 し た B の Nク。 町歩 水京 涵興林/62 師 歩) 

で全部堂林さ れてい る ・ 営杯包合点はと と郡本であ ったものて 

二 L が耶引ﾡ止された 大正ノ/ に肉係町スs"町に坂谷 え ら 

北たとのそあるが 台張面ﾡ クス 町歩 ( ﾡ込面伊2ec町歩) お り 

明治48から大正ﾡ 年にす ざ〜?万本 ひのさcs 万本がﾡ 

裁と丸た- この外いわる敗産区とい われる村ﾡが台ﾡ面ﾡs3 
町サ(ﾡ野秋/s。丁歩) おる. 都落有杯にっハてﾡ料は与いが 

ﾡ面ﾡか々雄ﾡする と その兄込面残ま的s○町となる .

(注/)奈 から は 2ze 町とﾡ出されたが 奈林を合この町取に 

. よ ◇ と対外所有 長 は/32o 町「歩に座 している.

9) 類 本

十内に冬在する孫本は. 灯戻所辱の源求<あり. 軒「圭済算vの 

祀ﾡをﾡ区す◇帰合. と<に 全済主体とﾡ達させてﾡ本な在ﾡ ・ 

祀える= とは金學てめる- ﾡ本とはﾡ地. 山林、 家星.1ﾡ、水 

利花設、世板. 予片の承料 製呂. 対外への時金. ダ付. 投責等 

も含た ごいるべ、これをﾡﾡにえ る ニ とが投新的に非常に園ﾡ 

さもるのる. にゝで は差※別に土地、式物 教時を可他な際り 挙 

げる 二ととした.

昭和 3 / 年求におけるﾡ別資本見ﾡ報は次の通り でめる。

(/o)

(i) オーﾡ産米 (単位 万円)

イ) 本 . 4/.< / /
土 地 3&3 3 ス
ﾡ 物

•
a 2 / 7

/
釣 ク ノ ぷ

アミ ?クざ=) 林. 宗 ズ s
土 だ 3 ○. S?/
番 候 s s. 3クス

ぶ注 その / ○.
cii) *=艦求 え。

裂本. お出 製求 2○4
・ii) ャ 三次ﾡ求 2 ア

ﾡﾡ. その他 sス?

起茶ほ本合計 /3<. ノ8
(T▽) 公共ヌ ? ク. s2s
() 忠 計 s. o<ラ

れゅ※永撃のﾡ年次はなるが、ﾡ島示出ぶ ﾡやﾡ 

今ﾡ村 と比較してみる ヒャスー○もの ごと、な. 総ﾡ 本に対す る 

おボ 資求の 比率が ﾡ河対はﾡ対ギに おい ては 中位に める=ざか 

,わらず.戒 ッﾡ いﾡを示しているの は公 共契本 み 比 が高い か 

らでゃる。 メこの 表か態河村に おいてばャニ次、 = 次差業 の 

※ ﾡ なことが ﾡ てさる。

スー2 ﾡ業別文京 ( 3ケ*十比 攸)

ﾡﾡﾡﾡ u 料 攻 茶 曜 今 本 村 賀 県鮎河村

本額 総本に rるぞ -全- 会 全 全

35ス ッS うュ< ス5c ぶ <.. <</ /ア. /

株 楽 so3u3 7. ? /eP./O sッ ドョ ゾク ・?

*二次ﾡﾡ 92ク ◇.s クとど Cz c ◇ バ

効=次ﾡ求 スノ /べさぷ c3 S7ジ <. m
室求区本合前 s8ノ8と (&3ク) なぶ“ ノラ&.〜～ & (sc.ミ)

公浜本 ノ/. クぷ2 ノス ク.ぶ3< バ ク M sスs <cd
家 t 契 本 今4ス4 S/ z<P一 22 Scと9 ョ

«賃本 e$ラ9& / タク 5 ノ3 /◇c 々 クの

7 2.当本意 / / </ c4
人ロ ノ<当資本頼 3o ss
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ﾡ三節 生たの尽

・ハ 選 *

品区ぶ方数24ア の っ ち専求ﾡ駅 ヲアとい っ ﾡぶ構献、は そ れ 

ら表求の辱毎性と共に 山村ﾡﾡヒレ ア のﾡ河「の減撃ぬ冬唄 

らかにしマいろ。ﾡ地光せ炊足川にﾡって 西充された水田/4町歩 

と本生ﾡと主とする 3 町かからなっ ていろ。したがってこの 

村の主ﾡﾡ差やは求とぶでめ リ . 野訳殺は家るﾡ及」介より ﾡ入 

さ れて い る 状況. である。

ず裂ﾡに本ﾡ※の中ポ となってい <消点に っいて * の枚 

術的些要 士行 案し ておこ ラ. 水田Ζ ぎ長入ダ内量はの論耕地の 諸 

示--ﾡ斜 土べ 最ﾡﾡほるが平さe人とハpル.球のu 
山内神の平均ユラ人さ りみ多い, 水癌理ほ多稚こ空っこか'). そのおrさ久2Wにも全みるの中 

と金炭が<々 gが対面名 z2 町Tで最め多 <. そので は中 7 
琴 知ﾡ、ﾡ茶。お等べ多く本されている。

ﾡ冷役入受改六よ店ﾡﾡ 2oc* . 三室宗 < * • 湍酸 4 メ 甩

コ ノ3 -メでるる。ﾡ安は空系料の王産を占の て "たが . 

ﾡﾡが発生がみら れるようになっ てからそ ク投入置はﾡ少 レてさ 

た ；

注星方を示す格株としての戻牧は 上田〜さ5及 中田«ペ 

下ョ3さめり. 二れ32年と比歌レてみると平対し乙。今 

感理凝ﾡ枚 である と言わ九乙いるが ヒ肥件の投入 岳催の 政 

女.こ に レ 談氏されたもの ざある,大河 •承部若迅 は・ 田は公高に尽

しているため」 宿の営がめれるのる: 電検ﾡを工番したその 

シるり 一救には大多艦河よりあその生産才は落ちる. 生ﾡ力な 

高めろため. 稽の 年ﾡ根店 (旧示の方送だと4 戸上旬に田ﾡし、

a 下訂攻ﾡしにむのと平ﾡ救では5月上旨に田ﾡ ふ月下 
ノ ,

～ 月上域次 となる) を試み ようヒしており. ま た塔土 Iに よ 

る土地政ﾡ及 6水路友更 によ る水ﾡ調ﾡ等が行われ てい る っ

表株点の季なものは. 発ﾡ及々9台. 遭動機 ,台. 脱頼ﾡみ 

e. ﾡ留殺zoe. (塔和〜年秋※基本網査) ﾡﾡ整ﾡﾡのとの

シカ 

がみハ ニうしたに 消ﾡ兵 は三ゝ 本思透にﾡ加して さ こいるが、 

土地に対する 裏無機 械は立地 宗杵•に幽村さ れこﾡえじ域入されて 

いない.

土山地方の茶は「信楽茶」として古くからられて"るが 炼 

生産がコ の畑o少ない ・占河村に入 ったの は町治以ﾡと考えられ、 

その忘示の価が尺ﾡし たり、ﾡは戦時中の 食ﾡ不足類にﾡさ 

れ一時的には表延とみせたが、山地ﾡ来の宇そは本ズヒレて大さ 

は意味とも っ て いる. 究在 «.s反 の不画 ( う ら本茶ぼグ々$及 ﾡ 

ﾡ茶占 33 タ ) »らや～ eecx のﾡ太が生されて い る ・

茶生の 反当 肥料段入額は c.cee 円にもなるが 一番茶メ当 

as。 円 . 二番茶 zsc ー <ce 円ヒい ライ币塔ぶ 桃杵 されるがぎり相利 

は桂差さゃる. た ッ等司茶の注皇ひゃ り)、茶培の交ﾡがﾡし " 

二とは 戒さ れている。

茶なをの話諾さ、茶画にﾡ化で さ ◇耕地の 公諾がない にヒで.

こ れ にべで し 科る山地裁増も 昵題 の 営が島るので着し <ﾡﾡさ れ 

て"る。なお 消内には 製茶場ぶ二? おり. モこに ﾡ葉燃 

3e ﾡ保求4合 ・*終3台 合桑求 7合 城域ﾡ3台の該砕

もり 従ボ 兵?各ぶいる- したがって 上 の 生ﾡ番のﾡ 夕 は

<れら工場て工され. 残りが本外に塚売されている・

ﾡﾡ求の 発迷し て "なへ地長の者ﾡはﾡﾡ生たと飼= 愛平、 

用袋と い っ ﾡ運 cﾡ管的忌味を っているが、ミゝ ﾡ河村の 客産 

はそれに加えて , 戸中肥海にょ って代会牧入を等て ・ る・ 三北は

束ﾡs o 日位ﾡ部 し、 牛さ交し て 「オイ金」と称し s.ce○円 

ノラ円理炭のよ入なめげている。 ・ • •

ﾡ者球るは斜牛が表も多く . 4. 馬«ﾡ. ・2ﾡ 山 

ノﾡ(求 旨動ﾡ部査 昭223て おり、 それら送き の編料はﾡんビ 

村内 で ・e されている・ ・

者産物 し て塚売さ れるとのは 土並の 肥育 牛 以外 には若干の埼 

町 なけるめる。 牛馬 の 年 向公役 日 数 は信画別西ﾡ の 当承 によると千

/S日位である。ﾡ※ﾡに お ける和牛 / 目 ○借料が^2c。 円 ヒ

o3)



(われ こて い やかっ . そ のﾡ役はグない客産額の市では六当な遂 

ともっている

農 家は ハずれもな決芳作部 至営こあって、ﾡﾡにおいハてﾡ用す 

ろ二と は燈少 そおっ. ﾡ甲する ﾡこはホ系気 と=に旅ボ祭 

な上り その彩者をうけてﾡ米労授もﾡいと指ﾡ山 ているが.衰 

ﾡﾡの労気は二食付て. 野$0○円. 炎グce～«○円が耳ﾡヒなっ 

ていろ

昭和 3/年の ﾡ産額と示 承ﾡは残会なぶ ら 把えるニとエでき 

なかったのて. 和2?年の主 撃物ﾡ 冬ひととし それに昭 

戸さ。年の 資でﾡ定 し て . 昭名 3/年の 生産額を雇計する と 

2-武の量 () 乙ある。

メーバ/ ﾡ物ﾡ及び生ﾡﾡ

応 时 面段 将膜城 生ﾡ屈ﾡ

水 稲

ﾡ(大愛小天 秋表) 

百 ﾡ

鈴ﾡ

大 豆

小 ラ

系 ﾡ

大杯*の他野系

茶(茶・頬茶)

7? ?ぞ・ 2
ク4. い

. 3
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さ 2.g
示 ク27
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/4
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ss

2
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計 / ?二 え s3.マ&/

(注) 和ス?年し ※保承統計番反び告寿 

昭和30キ 調狂結ﾡによる。

(る) 林 業

(i) 株様のﾡ元

いラまでもなく、ﾡ河村の株※ﾡﾡはﾡ林. 桜出. 製枚. 製求 

ﾡの 諾部内が相互に岡量 し'てﾡしているわけてあるが. そのを

シ0

味と シいラ 持部「につい乙 その 地ﾡ 冬べておこう。林ボ 

救4水に ついマはアンケー ト 調1登さ采に基 づい て詳細に後章て

べ る ・

/ 系林面浜 その所有形ﾡ別 お相別にすでにべたので、 こ、 

では主ずそれ 系の ﾡﾡ明らかにするこヒ からめ よ ラ。

キマー2衣は赤林ﾡよ り)引用したものでおる

え一/ ボド 列!杯野互心受び音び

\
、 用杯 新】尿 ケ 塚 合 さ

\ 面稜 m R 茶 役 番 様 番 横 面ﾡ S\
町 ()モ 町 () 店 町 系 町 A 

王
交天可 

登

ほ杯 /S パso5s3 クSzs7 アsクeS c3ぷ • 7ダ クeSR 安 故 価 
世 区 xスバ 3.5夕? や四 ノクe7 /cxeo ジSミ9 /Sクc?

r ロレ内北定地 3みso ノsく s クノ *wss イな ミク/

ざ の 代 

et s&K9x バS5wS
・

S83xS /P8ラ 44&-8 sSe8
43&マ ズ4Sex2 Sヨラスノ スクク& Scxミ ☆

置区以上 ラク4P4 2 パSシS -s2ess) 5S 7&
杯、 計 sク"sc 3oSダ8 ・s.sd) (.<cc) e2:2 Sク*Se Scs.sぷ

合 •谢 $c3.o 234ク 2283c/ cs.S) (イecc) 2xスクク ・タe2S zSSシe/
総否ﾡ?万万. ぞ の ラ ら毋 葉樹 ム9 万 H. 近素樹 方；S 迳. 

その帰成比率はs8 : &2となり 針ﾡﾡの万が若干多くなって 

いる・ これは明治求ﾡ以ﾡのﾡ杯の系であって、 それ以ﾡは 

「往時は自 注 の太太型 る知に決生 し 田回抵少な さた)Xっ て住ﾡ 

ﾡボの一 半は樹ホ々り. 松ﾡ川 の水流にﾡり 請方に旅送す . 

ﾡ等は総てﾡ有点にﾡり何等制ﾡに 由らざる こ, の な D。公有ぶに 

ありて ぷ冬焼き支を請方にﾡ払すセ炉 とせり」 「ﾡ、のサ 

< 短年炭焼のた あにおホし て 苦求をﾡぶする ことなく 自生に及 

するなって地はとを混ってﾡﾡし . 到るﾡ爆催ﾡ番内さして 

一型全くﾡ山のく終に 山ﾡ の - 部 に松お検ﾡ等 球生 す ろに 注E s 
ず」(注/) と 記さ れているヒころ か こ当 荒 し、 一 こ,

(ノ)



こあら

(注/ ) 甲気察ﾡ (太正/

2 造乐——ﾡ金活不、ﾡべ本数 罔冶木金城. 全回と凡命した 

堂杯ﾡは<のﾡ河にる氏び 世ななく行われたが. ﾡ林資会 

の利!そに込われ相次いでﾡ産看冬生んだ- にのヒき林地のﾡ勤が 、 

お っ と税在の所有構港よほ とんどその秒々と、のえていたといわ

ている。ぞして 求有林の設歴. ﾡ耳の緑ﾡ許がめって次冷に 

未林き政ぶ形ﾡされてきたのてある 在 使本地は全示林面ﾡ 

の約se%. 二れを 規太別 にみるヒ 小 所有 者 は所有 面ﾡ の 約 ac* 
大所有者で約。〜さ○"体ざれ てハる. ﾡﾡ中強制本人さ れ 

た々万戸の弥地の竣点は. するにﾡって 求租駅狭のための進板 

が密んにほってきた.

ﾡ本ﾡﾡは すざ ひのてその 寸部! 合はク: 3位で替かゅす 

ギの 復梨が一般的に行われ てハる. 谷商にすざと. 上ﾡのやせ地 

にひのさと ﾡ株す る=とはいうきで乙ない。苫は主として三皇

か ら令入s れている. 村内 で の ﾡ本生産は • 系林ﾡ合の 指量 さ 

*のたが ﾡ地が 少なハ ためその 発ﾡは府浦 レている・ﾡ片本ﾡ 

はは攻山などﾡ枚な地帝る ◇eec本. 山のﾡ値地でる.222本位で 

ある。ﾡ付は番通ス月下訂～3月中司の高に行われ. -部原有株 

て&ﾡを行っているが 宛■名 と木炭生産 と の 阿原で-ﾡ的に は行 

われ こ ハ なハ. ﾡ労内= 摂業上競合 していないの で大ﾡ分は 

自京労物こ なされて い る。経林に営我な労材ﾡは /町当り 平:o 
人 地梅スs～ 3oへと"われているが、これらは立世求件と哭 

っている。補ﾡに は、世点本坂 の2訓 セルﾡ とするといわれるが、 

二れ は野充の吾に *る乙の が多い. また地林店誌燥 し た場合に多 

い ・

3) ﾡ部-—下刈. ﾡ打. 商代

下メIは普画年-回行われ、その効茶は早い理よく. しかを能率 

あ上るわ け. 8月中に3日か、る下メ! はと月には/S 巨 日 

で住上ら ヒハ われて o るが. 水田のﾡ付ボと の西保で 7月 に 

cと) 

行われ ている。愛域り も可時に行われる 豊 が任生し て いるﾡ合 

下メは2 回行われる . 刈方は全メ さ . ぞの工程は立地に よ り可交 

ﾡであるの は勿齢だが 平片/反当り ◇Sヘ2へである。下* 

はﾡ栽后 s年両行われるが電のﾡ生すると ころ さは7年にユっ < 

行わ れている。

核はひの さにっ いて行われて い るが まだ一般的に行われて 

いない, 地の製放京着が二商の無姉枚を とろうヒ したが郎に と 

れなかったヒ いわれる思 碾 改校生莖のた め の求打は行わ北 て い 

ない。しがし . 炭灯された材ﾡは/ﾡ言い現の市局価ﾡがら 

考えて 山本への肉心ﾡが督まる と 共 に漸次普反する と あろう"

死、ﾡ灯さ れた枚 は柱定の止立のもの は、利用 ざている公、 

ﾡ方 のもの は汝亜 してめる-

向べは求点 s～々2年旨にキ/回 so、◇e年回に2回 

目. 比平は各/e〜2e %理及の ﾡのべ行われる- ノ回目はペ 

ﾡ用ﾡ、足ﾡ太ヒ利甲され 益のある向べはうs年頃行われ 

る々回旨の 商べ&あ る ・ 同水ホの印 けは所有者が行い、小所料 

は自ﾡ労は。 大ﾡ者はﾡ用労ルで行っている。こ、坂年※の

A僅定設し味ﾡﾡ用ヒよ 0 商べ出示ない山は小な< なった-

4) 快理 ——以期 ・ 放採石数

べの万法は勝べて、ﾡは替量«。年生、その時の我藤秋程 

/ 町 当系材石数で～coe 、 ～$c○石.本求oc。 〜 ～sc ○本位 . 

ﾡ製は太いむのて目 町西 ノベ3寸〜/ベ«寸に達する。ﾡﾡ所 

有林の /回当り の求戸数は3ce万へ e○石位であるが. 3o○活 

といっの ぼ 架緑曜椒に よる場合の最感戦石校と いわれて oa・ 
桜杯は専労め替が行う。

抵点に林業発武の プロンプターヒし て1要なﾡ授をこ ○本量売 

教状元々み よう。ャx -/3 表出飴珂村内 の林連施教状况を示した 

ものであるが こ、数継続的に行われている質地ﾡ楽林道現 

在着々 とす、めゆれている。森本英涙がず地に あ る だけ こ の 

事がの経済的ﾡﾡは着 しいめのがある。

(7)



2一/3 林ドﾡﾡぶく状、て

発名 •W & 太・«

吹地よF4 大戸ﾡ4 a動 世 ・・ ,う2C ・ s 阳

-银林品 奥山 綠 合勤或送 3.2 / c oc /

秋 尾 線 ﾡ n 2 3今co

ヒ 山 ・ 2 3.ョc○ ス

大 谷 ・ ル 2 ア20 一

- 合 ・ < え /.◇2o ・

旅承。 々 え /2◇ウ N

三ﾡ谷 ・ ・ 2 / cco

(ii) 青部内

昭和 3 / 年度 の 普 林部口 に お ける生産状元とみよ う ・ まず 

確 比 岔欣 NS. クル 右. ﾡ栄才.～se○ﾡとﾡ差され. そのﾡ忍価 

頼43 ク今 万円となる。 (注/) 甲方 そ5.2○○a のうち /。 e cos 
村内伐出送部口 へ流通L /勺 クルミ 6 対外 へ 流匿し ている と娘 

注され しかる村外 に流する全ﾡﾡの# ク e %は本外所有山杯 

から典給され 残り約3o %が村内 所有山林よ ・横給さ れている 

ンのと想定される.村外流重分は村外の大口需要でべ木 枚め他 

地区か ら 労竹者をﾡ用 して行っているので. のちにみるよう に村 

民師分形成にﾡ与し ていない。

ﾡ災材の差ﾡはタイSceﾡと椎走し たが、 二れ はﾡに ついては 

ﾡの消費ﾡよ りピに確ﾡし、ﾡ枚に ハ ては爆規盛よ eﾡし た 

・のそおるが ﾡ-/4ee 戸は以 消責に向けら れ zo,oee 石の製 

メ承大 は村内の 専※反 び刷業 製求者 に販克 される。

上の 生ﾡ物以外 に家計探料 としての ソダ的 o万 家が生産 

されており、 そのﾡﾡ額は約4万町しはる

』願Xめと しての 野車は耕粒部内反びﾡﾡ部内にそれ ざれﾡ

. 入されていろ。

以メ上の林野主副ﾡ物以外に ニ 、 で は震宣上苦本と生ﾡるよ部内 

し Lz京坂った。苗木組合シ通じ て 代給* れる移•入苗 が 全潞集 

のクo%にシ戻んでお、 シっとざ一ﾡ師形態でるるべ、 計 

來小の ・年件の 中 でも自給話 として すざ苗ぶス ? 千本. ○のさ苫 

約 千 さべ対内で生産さ れている。これの ﾡ央額は約や /夕万 

円になる。

二らし た生産に対だする状入面は どうなって"るだろうか・長 

入ﾡのもっ とひ大さなも の はﾡ太責で. れにっいている の は株 

ﾡ 管座ﾡでおる. (注注え s/年彦造林面映は苗太等要遷反び 

岡さ政り他県から雄し て <s.スs町と なり. そ の堂求な挙は珍入 

自総合せてすざ8万ネ ひのさ$万本、ま?7千ホ マれらのﾡ 

ﾡ叔は 4z万円となる- 成と し て の苗太の米入は主ヒ L て 

ﾡ林及び点言に桜入される労ﾡであるが。 ニ ・ではﾡ用労ﾡの 

みを計上する。 というの点のちに所得を算出する場合、営球ﾡ円 

の 体た る 有 株着 のいわ ばボ 主 所得•卷 求めて いもの ご. 有 林君 天 

びその 教枚が入 し た 労片に対する酬は *の ギに合れるから 

である。ﾡ用 坊量は正確に示すﾡ料はな いので 後ば するァン 

ケート 調会能 呼より ﾡ用比率 と求めて坪した。ﾡﾡや ・ 下刈! 

対ぬ. ﾡ労ぬ、肉戒労的を加えて ノョ百へ その労賃頼は/ス 

万 円 と定さ れろ ・

(注 )ﾡ☆3/ 年度の太林代状盛さ正に示す資料はない、 

二ゝで は各ﾡ生ﾡ物統計及び画 さ取り駅から社だし た ・ べ 

ﾡセさのま、ﾡ 株部 円 の とﾡ量 ヒするニ ヒは、流通 にのっ た 

ﾡ量セ地え た尽でﾡ求重肉論の 立から は正しい が - 森林藩意 

とのﾡ係が向題としてﾡる。 そこで本稿では、森林ﾡからこの光 

区の年法ﾡセボめ. ぜ探运がオーバーし た今をﾡ林都内の渋 

価額として処ﾡした。用■材林の 成異装ば 制 区は. ﾡ林合計し 

てﾡ又 万活 . 新炭林は マスラ活ヒ な り. 放按更 ヒ 2 差額は用本 

林 画材 な 約s.○○○活. ﾡ人林はﾡべでな、ほゞ符してハ

合。 2れを面額でみた見合は.株ﾡ価蝶«うラ$テに対し. 

成長武評価額ス.209万円 . したがってさ の減額は <S4万 円 

と走 x れる。

(/S> (/ク)



、ス) ﾡ林部円への校入は ※業部向のくごずしも産出と 

対ﾡしないの合そのま ゝ投入とみるよりもかしろ炭英として芳 

えるべさヒのﾡ方があるぶ. 本驚さ は、/ 毎の物吹府央の売れを 

祀えるためﾡ宝的に様入に して計算セす、め =.

(i) ﾡ注業

ﾡよ替rに おいてするにﾡらかにしたごと、. 時方伐ぶﾡの<e 
セ、三賞系ﾡ.松坂 電山等のﾡ者べ京ほっ ており、村内米為 

/スーノ3ヘが戒リ グo% 名取坂 っているっ 取炭石数は大さ い 方 

こ々cco活型定 .小 氏ﾡほ方 で xe。 〜 sc。 石ﾡﾡさ ら る。村内 

若 の取坂戸坂/o.oo。 石のうちs。 %は科外に 系材 の ま ゝ 直ﾡﾡ 

売され. e %が対内二 っ の ﾡ工場に仕同け られている。

界 ﾡﾡ価格 は平均る ee。 〜ス.3◇○円 う.4寸上の<向ﾡる る$oo 
円 • 天上で <,ク○○円理ど そるる。

出球舎の 督 林象 春に科する 京本べ全の支払 は町金 ヒいろ形は 

位かにス〜3ﾡ種ﾡとみられ. 一役的には/〜 3ヶ月の微*. し 

かも山仕事に入る ヒ き 未金全部 を支工ら 形 の " 山入 り)皆金" とい 

ラ の 多0。 木ﾡ格は重状えの 誘部留件さ ﾡるがﾡ道端の 

疑厚利な と 二ろる戸ぎり々.22o円. それよ りも若干劣っ たヒこ 

ろ で /3oe ～〜s2◇2円. 受 に分思な ﾡ件ては/222 〜//o。 円型 

凌でるるが. 村内 の株地の 大部分は/o2o ～ク/e。 円或は～ soe 
y / se。 円 の ﾡ画 にある.

立木叔の時林政されるすざ戻は出業着にﾡﾡするが・ ﾡの 

とれる4月へグ月まさに杯 れる とA木代及び賃 がこの市 

か 式 される. すざ炭は坪当り 工ﾡ価ﾡ で$○円であるが. べ 

ﾡ令 ク o 26年生 の木からヨ当り2坪のす ざ区が杯取でき る ・ 

外出挙はほす ざ皮セが政 していないのでその 生ﾡは村内べﾡ者 

二よって行われているが、 生ﾡ置は/Seecと椎定され その 

見残収はク$ス円となる。二のすざ及の大部分は本「外に坂売され 

ている。

株出方法はトラッ7工までやで行う。 状による株はた 

ﾡ本求地ﾡ鷲から学んヒい われ るが . 枚のが傷が少なく . 地形 

の恩いヒこ ろ を ッ枚出こ さるの で年整んに利甲される ようにな 

つた。 それまて は求馬家はﾡ逐に よっていた- トラック 運裕が 0 

さるようになったの は昭 /o年ぶからであるから. それまでは 

ﾡセ領ん て 野州川 までﾡして いたわけでるる、利用される示株 

のﾡさ は、普武32o 〜 So。 しの ものがチい- クe。 ～前T 百の※ 等設 

の工ﾡは、ス〜3万円を裂するヒいうが・ 飛領の長さよりも中後の

によって入さ<影ﾡされる. トラック世貴は、一軍3。万ﾡ 

えでﾡ河村(組合r) よ り 三ﾡ市までﾡ球し てﾡ当り/ee 
円前店である-

c 製材オ ボ

M在徴材 工塀は ニケ 所あ る。ハずれもきﾡ河に所在して いる。 

大正のﾡめ頃. 発動慮に よ る数枚工場湯が示たが問もなく大敗し 

たといわれ. 昭和ノ$年ﾡ現ﾡの森林ﾡ合ﾡ営工場べでさ、他の 

ーエ場はﾡ后ﾡ示たものである。その高. 天河京評考の突に映 

さ れたムが多呈の不方を時要 したと き専ﾡのﾡ枚 工場尽が あ っ 

た。当時/oP . 丸ﾡの談ﾡる年向承木ボ責量はss°。戸にも及 

んだがﾡ和 27 年ダ4 の エと共に同工場も向鉄ざれた。

究ﾡ2工場の城械数備は電動ﾡ/s & スsP各/台.ﾡﾡ/台 

(台付)ﾡ3台さおる。一つは街合直営工場でるったが、 

ﾡ和2s 年ﾡ合の事米中止後対内茶着が用 して一桜ﾡの製林々 

全ヒして を営 している。他の 工場は戦点 こさたものでるるこ とは 

ささにふれたが、 当初小祝ﾡな製函工として出ﾡし、レーヨン 

入れ箱、政は電八光ﾡﾡの荷直り 用仕ﾡ反のﾡ也を主と しこい◇。 

両工場とめ ミ の 外賃ﾡさ を行 っている。前着 は対や者 3へをﾡ用 

してい るが後着は全く 自象が応 で至営 して"る- 春糸の繁ﾡに 

には杯業し ていなハ. 両工ﾡで源木消営量は年向るe°○万を戻で 

ある。製岳はﾡんじ村外に家ﾡされる。数岳ﾡは市況で表動す 

るから放ﾡにはいえないが、 部坂の平肉価格33○○円程戻、-

(2の) (ス/)



秋本ッ.クcの～ .ec。 円元央で あが 一う択点まつ材で エ 

巻ョ20～<今2o 円 すぎ は/, クク タ 〜 円位で ある-

鮎川 村 に は = の外株* として小 幌Lず な責 のコマ 送慶工ﾡ 

がある。年向孫ホ2o 石を消責レ. zeeメ位の生ﾡ番を挙げてい

る ・

7慰炭

大工/s 年の郡誌ば水ﾡ生ﾡの 状とのくべて いる 

「ﾡ河の当 は全戸数三分の 一はﾡん 2ず求と営みっ 乙 ﾡ産教 

乙ﾡ対に比ればﾡこ多さ をヨめ 猛の産報町万メ余に上リ 各地 

=ﾡ出す→ また炭ﾡセ方法 については「古 系央焼さ に?当 乙はロ

的的に類する曳注あ () て区塚を め 山手 セ4 してニれ ﾡ事 

せり。例!えば山段ﾡ 二町 下 - 町T以上 セー枚と称し. 炭斌 一個所 

の成を胞めえセ貸与し. 三以内に米し山年ﾡとしてﾡ年州 

を左産にさめ 山手銀を伊主に完ぐせ し むるﾡの#し. と記ざれて 

ハ る .

ニれら の託からも太ﾡ生産は古く か ら 盔ん に 行われて い た。

足圧村内木炭 生莖盾 は今○～〜2人ハるが. 企ﾡﾡﾡの 形ﾡのさ 

のさなく. 個人のﾡ山製ﾡが行われ、専共者ス〜3への他は副業 

製炭看で ある。 専求君の場合間 え.○co～3.ooc族を製炎するが 

函業者の あ合さ○○内外である。ﾡ茶ﾡは製ﾡ炭と行っる いない。 

不犬 ・依当 の 生産費 は源木代 ze 円 .ﾡンを田、ナフ. 査料円 

感却浜/ ○.計 ダ円 となる ・ ー方販ﾡ価ﾡはﾡﾡ 及類 で変 

ﾡが るって 一ﾡに 平网同格 と算ﾡする に とは 困ﾡ &おるが・ ﾡ並

で々～○円～34○円、 子均う○円でめる。したがって利益は/依当 

リ35円となるが これには製炭ﾡﾡせ含んでいない。ﾡ和3/ 
ﾡ生星整は 5万俵 と使足さ れ. モ の 元ﾡ額は、ze。 ラ円と なる. 

ニのラ ち大部分はﾡﾡセ ﾡ じ て外 に阪され. 一部か映計用に 

仕向けられる。飛木は村ドから株給され . 維のﾡ複炊ポ

の一ﾡぶﾡ入されている。 .

(7T ﾡ ・ ぞだ

二九まさ «*tの 番ﾡ産求る 8るﾡ米と人求部内の 生差のﾡﾡセ

こ=た 二、で は商求 ・ 公務 • サ - ビス・ 土太率式そ の代対ド 

のと産活ﾡの ﾡ栄とﾡ単に べょ っ ・

本村の商※はﾡﾡヒスス戸の商店によってﾡれ、日常生活や 

※ 諸者生ﾡ数の供給を行?ている。

ﾡﾡは事ﾡ報告に よ る と語和 s o に木ﾡ代画*不能に当面し 

苫焼にきち入り、失色は$e○会万田に戻んだぶ、その方出資金 

の塔額 売心金の回収,ﾡ克、駅ﾡ 時事求の活ﾡな若勤にま 

っzぞの 整備根項に努か している。たしかに 村内 生常 の 中ご意略 

の占める置は大さい. ﾡﾡ面では米・六決を取投い 太決は年 

回3万かﾡ最盤ﾡには今万公と取板い平生差ﾡの s。%程ﾡ 

にﾡしている・

ﾡ売西ではﾡ業生ﾡ跡ビしてﾡや 装段及 が通 リ. 料卜は対六 

ﾡﾡの5○%さ供給しており. その駅売総ぎは○万円になる・ 

ﾡﾡ具のわち小ﾡ式は土山町で即入ざれているが、大表ﾡ 電ﾡ 

ﾡ 託段燃、横ﾡはﾡﾡが政坂っ て (ゝ る。家蓄鋼料も好岡 NO 

万円位取本っ ている. 一方消ﾡは※sc○や、表so。 ﾡ ・ 島scc 
ﾡなど大さ<、 その ﾡ貸 が若 〒ある。

金融型 で は、対内 に毎する全融以肉がﾡ協とﾡ長方でめるが、 

製求事求、喪米生年ヒ結合 してい る度協の 比型はﾡい ・ 年町ﾡ会 

額は/”クク 万 円. 一方償は～3e○万円に達し した かって その

紀財番額はご。○円と椎定される。ダ出はﾡ尖ﾡ金、生ﾡ資会.

ほぼ*今を 占め. 洋固 ご ぼ/ / 月、 /そ 月が最め多く ・ 3ecス円 

に 乙ﾡ す る 場合 があ る。

一ﾡ吉店は商ﾡﾡ在 ( 昭s/.s )によると々2方 (、 ずれこ小 完 

ﾡぶめるが. 7戸は宅大河京に所在し. /今方が考範河にある。 

日 幹衣下. 生活必冊ﾡは村内 のﾡ z2 ～5○% を株 し こ いるが 

-部は外部求者が供給し ている。礼未ﾡﾡ坂呈は京都まる 受 

( に行っ zいる。対内 居なが取ﾡっ 溶ﾡは、大ﾡ、京ﾡ. 大方

(之) (分>



五分大都分仕入れ・ ー都は名古どからシ入れている。これら 

寄言のぎ売上ﾡは. 火.ノ○万円と地点全れる. 商ぶ者は. に九 

ら ﾡ撃ﾡの六さなとのは山点ビ出製炭 その地式対枚入てお 

るとみている。ﾡ店の資会面 と<にﾡ系求元用らかでないが 

利用する色融ﾡ区にﾡめﾡる多く.次いでﾡ欠ﾡ ※摂ﾡ行で 

める ・

公務サービ スは米示 ・六茶部円以外の館ﾡ肉に逆狩すろ ヘ皇の 

ﾡ労所件をさ計上した。8局 空僕で 学がきである-

二 の呉全炊入は ﾡ電炊の所有するﾡ山 に産用 さ れる六内労 

内者 の 会牧入 とム尾川治山 エ琴 ・山ﾡ工孝 に従で する ダ内タ 金 

がめる。打外にﾡﾡする労者ヌ 土山. 山内の公共め肉に 

r務する数幻さある。 ・

4節 村氏の所得

*:ﾡにおい こ民そ 斉ﾡ 納のすべた冬号ﾡ業別に汚ﾡし 乙 た 

. 村圭済は ニ ー の 各き内!互に 肉T堂 しる一つの 経科株情を 

形成している。各記条のはい ラま でもなく. 敗とﾡﾡの流施 

と独 ビ てなさ れるわけで. 対武.丁ィ※ 二 の 御ﾡ o 中で形成される 

のこるる- - の房合料「氏符は型論町に は生ﾡ ・ 分配・支の= 

西で把えることができるわけで、 いわゅる. 分託、支氏 

t将すでるる。二の三つの林氏所母は三面ﾡ価の京則により. 燃 

-者計弊すれば等しいはずでめる。 cたがって各 本ﾡ.所Tﾡ の 正ﾡな: 

花班は 村ﾡ斉の ﾡ術に みめてﾡ用さめるが、 現方 す る ﾡ料か ら 行 

シ の はﾡ易 さ ほい。 そでで. こゝで は生ﾡ方氏所得に 岡す る資* 

な中じとレマ. 不足してハ る点セう電村炭所ﾡに肉する英料さﾡ 

こし zた栄ﾡ所やのﾡけ計な行" 生超村民所泡 仍推計tし た. ま 

す 生産 炭 所f年 の延素別に 形、s れ る ﾡ程 そ ュ- /殺でみよ う

入 運表 (平位千デスー/イイ

ヽヽ 至 .M

救 入 、

ﾡ ※ 太 *
意ボ 村外

契本 
※さ 金計

P復 巧林 バ 出 製炭

科 ﾡ /3ビ6
<5ク8

〜/夕/ *o 23ク ラ?8 ae
-s8

うSS*ス

s$8

株

※

河 本

ゲ 払

86 Pos o Soco
%co

<.cco

co

s3c8 
〜ミクv
/クKSo
S0
2,??o

<o7
/eo
>so 
aee

«s.$v?
ク$2

4M心

e.2P8
商 米

村 外

炎本(戒供太ゝ 

家 e+

ス5o2
5oo
</
<さs

ススo

4
ss4

/485o
¥$o

～5oo

/夕之

◇?
sec
soo

～88Px 

づoo

857

～S323 Soo

sョee
Oa3

35.997
"x?s/

さ?

24234
小 計 z228 る5ク %コ3ノ 2so ・4322 Sez &s5s 24
絶も,を出 2zPパ S se/s Pwxs e45 ゼ” 2ふ^

合 請 3$842 3.s528 e42c7 スィ"So <.c &.PP ダう?P7 P パダ/夕7 -4oe
(注) ハ ﾡ林部内のﾡ出る対のの( )は、そ会には西

かにﾡされにものであゃが・ 村外所有巻のば

* で村氏所得形家 に は般 っでないこと を示す ,

) き計み ﾡ出ﾡはぷ計かめ労めが告部内に#入 される 

さのとみて. 射 做韻 を 記岐した。 したがって最下試 

のﾡも産願は企共所得こ各部内の紀も注ﾡは必計ﾡに き 

さ れた労賃ﾡ冬えるければな ら ない。

s) ﾡ林の ﾡ価常却ﾡはﾡ火分の ﾡﾡﾡセﾡ上した。

消手済のﾡ主体を産 (全業 )家き、 村外の 三主ホにふき< わけ 

企米な更 =ﾡ栄別に区分し. と< に杯栄冬m っ の secterヒ今 けナ 

て .各産求都内商の央ﾡ保を明らかに しょ ラ と試みた。= ②表 

は各産部町が互 に渋及し合う 肉保 生 同許ﾡ にえよ っ ヒ した 

4%のxtt の「桜入ﾡ式体系→ ぼた は「レオンチーフ我」冬様して

ったるのさあるが、 二、で は物敗 用袋の取務 関Aセ aT時的(= 示

(さく) «スさ)



は 各課ウの出率 ・ ・十- u)と その配分と示し その合 

計 相ﾡ否 ( ァed4 ・zズ-Put )さ夜し 統ﾡは各部ウ の入額 

C ハ ー タル )セ示しているから そク合 計は炭入 然韻 =貴時 総本 

名示している。 したがっ て税腐の 合から#師の合計を差ぶI い た 

あ の が紀ﾡﾡ C 九eプ のd - Pu ) であろ。ﾡ秩の (注/) でことわっ 

こおい たよラ にほ計ののオ-Puて として 労ﾡべ巻部に校入 され 

その報酬があったとのとし て労賃枚入ﾡと計上 したから、 したが 

って下段の 終莖はは社会的に は企求者所件 C京主所得) といわれ 

○こので. 正しくはこ の※主所得に労ﾡ収がなえられなけれぼな 

らほハ。

二の窓 ま存星般部门ヒ の相互区係を同時的に示 したもの こるる 

にとを た が、列 え ﾡﾡ部口セみる と . 笑事は出音と そ 

の配分と示し た乙の であるから 耕位が耕位に 配分 されていると 

いうのは、ﾡ子・系等部内内さ共消 されるもので. ﾡ出 と同ﾡに 

投入を意する。次に 各を部円に はﾡ粒ﾡ産める薬 ・ ﾡ寺編 

料計と見役～ノケ/ 千 円べ給し .製炭部内には本炭表袋ﾡ ナワ セ仕 

向け. 新案部 り C 震我)反びガ外に米を仕自け 家計にﾡﾡ物兄 

ﾡ根z2zs。 千 円 セ仕向けて いる二 とを示 している。ーカー 

Pブは上の新ﾡ部口内の以入以外に畜産部口か主と し てﾡ施 

と家ﾡ用役る5ク8千円が坂入され、ﾡ林部内から野. ﾡ米部内 

・主ヒしてﾡ〕から北場肥料、ﾡ依ﾡ等るse○千円そﾡ入し 

村介業君からsce 千円程ﾡ本料をﾡ入し ている。資本はﾡ舎. ﾡ 

ﾡﾡ等 ② 飛価ど郊駅 c. これら は意家ﾡﾡ調査の 方法を被 問しﾡ 

出 し たが&/z千 円 と なる。•家計用は崔用勇貨 の支枚超を示レた。 

か< てその 合計 は s今542 千円か食 用総額 ク ?eテ 千円を差引 い 

た 乙の2ククョ44 円が寝妖至営為が入テするﾡ拳所得額となる。

(ス<)

2一/s ﾡべﾡ、ﾡ主・労ﾡ5び
東土 得 労な所付 さt

全 改(钿) 比c8) 会 ) %) 全京c千円) 比ﾡc%)
xク9ミ& t•ク s o うs 7
ハ/s ア ～/sS ～ s

求 計 22 c82 &s. 7 スぶ4 () タョ7« ・z5)
南 本 d.ふ<s <x7 sc S« ラS P. s

林 次 3.8 oo s 7 /タタ <.soo s.o
製 お ◇$ワ 4ふo ss ◇59 <.4

. ﾡ ※"\ 2 zs s ・
ケ.o

計 2?. 4 アぶ マ87 sうミふo )
茲 が ノ$うo ノ.で /Sョo < 2
商 染 ク<<S //. s oc Sx*s ・○.s
公務・ サービス う今。c ミィ o . ? ce 2.?
土木学泉 その /o で<ミ 2 ミミ

合 計 s,4so /eo /マ, 二ど こ /^2 7& "N
% 年 c84.○) ce.c)

ﾡ々一ﾡ は 入投で ゲ ウ 下アしに むで、 4な ャド ふl に. 

更に •これ を衆 主. 労内 时： 新 にかけたものでめるが、 ま ず3叫べ 源 

の中る 林、点 部内 の 比が1 いこ と を倍さ ろ を お ト 総哂伴 

頼の &ス.2% と占めて いる。ﾡ求e成 シクス % さ 杯業 :フ いで大き 

い . 林ボ部口の 中で は育林都内が/。をこ大 < ?<数状老 

円/x.o% . 出部向s。 % .ﾡ本部内 N 4 % と. い成比々示 

してか 工部 内の不 達 セ物語 っており が *のまゝの ア ダ& さ 

流通桜ﾡ にのつマいる二 とを示 している。労坊所ﾡは公務サ - ビ 

ス部バ3/0%が最も大きく 次いで林共部内2タク%・土*事業さ 

の代ス/みが大さ い。杯米の中で音林部内は ごの本ので める 

ﾡ業」北 ﾡか ら み て逢外 に な い。

に各部内の村外か ②会ﾡ体状況さ みよ っ, ﾡ放体ﾡであ 

る *十至有 さ は* か らの 究会校 呼に 肉 深 字ぷ 至者治 か 位 次的 な 

(z7)



とのとみることができる 

から. これな本源的所符 

とそいえよう。にれ冬部 

『別にみたのがス-/と 後 

てある. ごのﾡ金表将頼 

は * の部内 で村外からﾡ 

入する物ﾡ族用セだるlい 

てﾡ央のﾡ 金攻 料ﾡ こ あ 

る。 ごの外に 現金所網 と 

して秒転所冬、武条炭 

会. 平ﾡ女付全等s2s4 
千円がある。冰策 ぼ全勝. 

のax? %で扱ら商岳化率 

が怒いが. 育林部nが急 

介外にないの は注目 され 

よラ- 二れ は本「杯※ 向 

認の ークの大さ な符色で. 

本外 有右が旨 己 所有林

2一/& 村外よりのチ金破得ﾡ及び比ﾡ

*外 よりの 今壊行額

全 四 比 キ

米
部 率

算

</S

今5ョ～

ス.?

一o/

<夕

杯

米

百 株

我 A
裂 本

殿 炭

Z 7S〃

/ ク ○eo

6 sマS

/Sク?e

«<◇クそ

/s.P

ヨo.

& /

商 ※

公務・サービス 

土太守* *の他

ム 43o

e

3. ク2o

2<3ク

<ク

/o

火7

計 <<クそ /eo

おせ区入 Szョ«

合 計

千円が消資さ れている。消炎の内京さ ・ 全消賞顔の 3% が太向

2一/7 村氏所十将の世 (t位千円)

生産村氏所父 分配料氏所得 支 担 村氏 所付

こ 色 スsスe
"しを s

ﾡ林 SP3
本 c.3oo

林媒 
※林 る,23ラ

、選炭 ラes
依 ネ～ss。

商 蝶 8x48
公ﾡ・サービス 3.2oe
土木字欺その他 <3?
企求合 ク& Px

対外からのざも受承 sz3ど

計 SK226

米え所与 <.23o
「裏 ※ 2208?
ﾡ 林 /,S<4 
校 出 s.seo 
製本 ・ss9 
製 炭 gacs
超ﾡ 44S

並労r将 .s&

対卜よりの行W介得 sxa4

計 sK22く

消 責 クス.5&ノ

・波産地 zsク3s
林産地 9os

く

対外かめの消英ﾡ

隣入額 «dク4o

ﾡ 税 そス4S
※好 著 タ ツN

計 Sビx2s
と、村介労方を産用して太造林し . 自我でﾡﾡ理株し て し 

きうの恐. 才外所有ﾡの とつ森林ﾡ源はは氏所得形成に なん り 騎 

号しそいないがっである。

表業はスみ %で 自給度定は極め て音い。

次に同じくﾡ入左出表から. さ さにばべた村氏所符の三面を示 

したのが. ター/7表ごめる。 このﾡかりﾡ和3,年ﾡの村氏所待 

総誤は、2dzxg 千円と権さされ.村炭/ナ当所得ﾡは約々α方 

円となる。分能村民所•弭を衆主. 労みにはすでにﾡﾡしたので、 

ヌに支収村民涉「窓をみよ ラ・ 村氏所将は一都所得公ﾡしして支* 

われ、-部は貯香され、残余が消ﾡ或は式されるわけだが、ま 

ず社税 ヒして るス 43+ F徴牧 され、その み頼が 可べ分 所f年 ご い わ 

れるものてあるが、 このラちク さoz 千 円が呼ﾡ s 丸. 残頼 る,3a/

(注) 支出民所符の 財番:ク. 3◇zテ 円はバランズ と しこ求め 

たものさるる. もﾡﾡ京はぷ3○0千円とﾡされたか 

ら. ～。22千円は存字ﾡ行、※、はメンス貯金寺、話在 

し た 金融験束 介外 に 貯書 されためのと思われる。 '

で 合給 され、ﾡり sク%に当るクク«2 千円 がォ外 よ し丈入 さ れと ・
いる. /戸き (正し< は一世帯当 り ) 商ﾡ計責はえs千甲、その 

ラ ち会支坂は/そ4万 円 とさ れる。

殺ﾡに料民所符の 託分込をみる た め料十灰所T得の分布! : ロ - 

し ン 曲隊史ﾡ氏税ﾡよ り益く と. 无スー/ぶ協力初く なる。等分 

学か ゆ はかな り 除九 て おり . ﾡ容の分6に 可涼り の 不平等があ 

めヒハえスょう. ^

(注〕 三北は駿袋星ﾡさﾡ ( 陪犯 ニタ 年後)正徹地区の平

C2>



(但し ○今町求着ビ) の※ﾡ式全支出ぶアタ十田)小さ 

いﾡとなっているが、 にれら は花計営料 の 愛ハ 評子/及 ぴ資料の 

ﾡ し 基づ <もの と思われる。

第2ﾡ 長家林業枝術の条態 ・

は し がミ

家を 階ﾡ 別に分け そ の経済的性格がど のようをこのであるか 

&前条で芝ﾡした。 これはﾡ※ﾡ術が発児するふ&明らかにしたこ 

のでうる。林業枝ﾡがﾡ別在営の中でごういう意味をこち、 ほたビ 

のよ うな林業ﾡ市とルﾡとしているかの同ﾡは こ ゝ では一応さけて 

• 般的な林ﾡ枝水ﾡさアンケ - 卜調酒ﾡき采から明らかにし たい。

対象者は村内全ガにわた って いるが回客ﾡを階層別にならべると次

アンケ - 卜3変の主ﾡ項目は次の 7項目である。

(/) ﾡほの5族及び林米生産に 御する 一般的 野翼

(2) ﾡﾡの送定や苗木の終成に ついて

(3) 地号. 付にクいて

() 下*. 手入について

( s) 雪起しについ て

(と) 技 打 について

(7) 桜状料用について

以上の 7項目についてそれ ぞれ 詳 し く内客をまﾡ査した。ﾡ

のリである。

え→ / 森林所有名に対するアンー ト

P 電 別
A

回ささ数
B

森林 所有 巻数
s

・ き舎比季

I く ノ町T系のP名) / 6 /ス3 ノ 3 2
j I (/町r～5町未済) 3 ? 7 3 ・ s s

N ( 5 町〜 /。 町め) 8 え / ラ s
▽ (/o町～20町の 3 ? 3 3
▽ く20ロ以上) 2 3 o 6

1_______ a_______
今 8 25と ス s

(3の)



(一) ﾡ家のﾡ足*林楽生ﾡにﾡﾡる一般的手浜 3)
り> 孫林所有名の 安族ﾡ成は Z 一 2表に示し た ように〜T階管

5人. L階活6人 ▽ﾡ思7人 でL及びマ階河か～マ階がよ リ み

くさっているがサン プ°ル がケないクら、 みいン断送てきるい。平

客族人氏は一世ﾡ当リ S.と人でみる。

2-2 家族 撮成

& 族 シ

男 _______女 _______ 3 失 t

ロ z. 3 / ? ・ ? 今 /

ロ /・ ? /・ 8 / ・ 々 s/

F 2 ・ o ・ s / ・ s so

/・ 7 2・ o / ・ 3 s.o

/ • よ 2.2 s. s ク. o

2) 耕地ﾡ営面積は 各階ア と む 6～?以航後で. そのうち 水田

2ー メ 山林所有ﾡﾡ

階層 面 渋

I グぺ

23、/

78.5
▽ ノ2◇./

.802.9

が5～8万をとちめておリ. したが"って畑は.狭少て. WT階層を除いて

は /三当 リ /歩にひ活たちい。 剤の家 族ﾡ 成と水田のﾡ力か

らα て十分に 自給で きる。

山林所有面ﾡは2-4表のﾡリであるが、 派初に小株所有 規枚 で 

区分したから. 二の差ﾡはむしろ当域である。 ▽階ﾡが迷し<きい 

のはス平例のうち /つは六村 山本 f有者のうら で最こ大き sﾡをが 

合ほれているたので. ﾡ際はこの数値よりも小こいと足われる。所 

有山林面ﾡを考寒する場合の一つの視角は. その林相別面積でめる 

が. こゝそは明らかにしていさい。 この点を試向4でﾡらかにしょ 

っとぶみた。

火) この 立ホ 善 療の激 ﾡ的優 をﾡ図 した旗岡 に ば舞 回本が相 当 

みリ・ 又回倉め必ゞし»正確とはいえないのそ. 十分果し将たとは 

ﾡわれさいが一査結ﾡと示すと 2- s表の ごと くなる。rﾡﾡ 
の 林 分燈 ﾡについ 乙はこれだけの結求からは結論づけられない け九

2-3 所有ﾡ況

階 層
火 面 ___

臣 畑 _______ 計

I s. 2 o. 9 4. /
I 6 ・ る ク. 今 e .8
下 4. 3 o. ? ク.え

V s. s ク s と . o
WT 8. / /・ 3 2.4

C3)

2-ケ 立木積石数

の見積 石 数

す ご ひの あかまっ 確 t
I ノク3 6 ち / 2 3 9 288
I 443 /38 3 ◇ 4 今で/

N 2$o /83 /3?7ろ

333 ノ6ち /2? ノ33 ク3 9

どめ ・ すぎく3%う、 ひのきくス○%) ・ あかき2( S%)、雄 

(/ス%うこい う樹株別 支介成比ﾡから、本村本林の本分ﾡﾡに 

(33>



2いては 影知ロ てヨう。

5) 昭和2と年産3/年までの母去。年同に保しに用お及び 

新炎救項は どの 位っというﾡ同に対する各は きﾡ去。ヶ年同向に 

樹ﾡの相皇 材横の多と向わず. そのﾡﾡ数と噛戸別にみると 

階戸の大ミく なるにﾡい 代係回数 は多い。次に伐ﾡﾡﾡの子均ﾡ. 

すさわちﾡ同桜杯ﾡをボ g . こ九るﾡ戸別にみるとIﾡアが/o。 石

ら) 由

2-8 理由 (ﾡ位)

階 尸

(イ)

$の総

(口)

さ単挙の 
生をﾡ点

主活のたの

= <ホ)

子や本司

(へ)
土 A
板•密物
の戦入

2
就蜒知 

人で必撃 
のたD

・分)

そのセ

I 3 s 3o // s / 火 s
ス ク / 4 ス 2 , s s / o s 6

ワ ス 9 3 ○ / / え 4 6
パ 7 s6 / 7 / 7 / 3
2 s so で s

デ が小さく ・ ▽T階デ が君 し< 大きい のは出過数がケくﾡﾡ多の 

個別ﾡが大きくﾡ響した込のとﾡわれる。桜ﾡ木のﾡﾡは 3) で 

べた 立木ﾡ放比率に略 し い 乙のとみ 乙商ﾡいなかろう。

ス-7 年同ﾡ

ﾡ 尸 伐 探 ・

I

▽ .

W

7 3 (后)

2○o

4oo

2/2

/.Soo

桜状のﾡポと2-8系のごとく «イ)〜(今)の8っに分けて頁向した 

お采は全休的には(家の修結. ひ)生活のためが一番で ・ (=)v(ゝは 

ﾡし < 二番(口)(卜)(分)バはリ略塔し< て*三番の勤太となってい 

る。 しかしこと階ア別にみるとかさ リ性格の相量さ示し ている。 

すなわちI. II階アではい) がい ずれ シ 3○%並い彼を示し ・ 山林 

の個別を済のﾡ味は家星の修待、 生活のたにのとさリ.T嘘アではくわ 

のは上の店戸 と略し いが. み余に ろ い て みたと さへ)の運由 が 

ス4%を示し ・ ﾡ家経営の基ﾡyし ての回地ﾡ本に下しているこ 

とがﾡらかとなる。 ▽階ア は、の) 活のたの がさ く ・ (二) がﾡしく大ミ 

い の が特 である。WTはﾡ育ﾡが大さい。

全体的にみて)家のめﾡがみいのは. ﾡﾡから S への愛板の 

改 き が法 <行なわれて uるからでめる。

(二) 樹ﾡの送定.

/) 今後植え

やリたいンいう

之ﾡえたいと し

苦木の ﾡ成

し 樹穫 は何か 上 い う質向に対し て は 地ﾡ求て

の が各 階 尸 とッジい T7 ﾡデ以 下でにす ご. みのご

うッの が相 当あリ マT店戸では まつまたはﾡ ホ

ろヶ年の ﾡ総受()
お状受= ....... ...........
ちヶ年の採回教

とﾡえたいという 見 がある。 ほつ ﾡ小 は パ ル プおオ 京 方 洲にし

うンい う目ぢである尽に大 方 若 の 一- つ の 將•徴 と 見 す こン が で ご

(3ダ) イ3 ク ゝ



る e
ス) 二れら②ﾡ林はごこに行おわれるのだろうク。ﾡ林地はどこ 

力と い うﾡ向の結ﾡは 全体的 にほ(イ)ﾡ示山とい て とい う林ﾡ転換 

を図るるのがﾡい。 次に多いの は(卜)双野に ﾡ林するるのてある。 階 

ア別にる同様なﾡを示し ていることは. 後林ホﾡ格がﾡ責 し 

林業の有剥性芝 る店 戸のﾡ表とこ認諾したからであると思われる。

え-? 林の場所 くﾡ学月ﾡ

階 戸

(イ)

雅木山z
し て

(□)
<ns林の 

yにすぎ

(ハ)

すざのン

にひのヨ

(=)
ひのさ の

Eに可ざ

(ホ)

くごの

形なに0のさ
畑 に

c)

原野に その

I 火 / 3 え 7 /

火 s 今 / 2 3
3 3 / 3

▽ え ス /
VT
き計 3 3 s / / / / / s

ヨ では どう して上した 確 と このようる土地に植えるのか。

引 そ に 適地處木 と巻えていることは前向で閉らかだが。 更に員体 的 

にその由とまねてみた結緊は(イ入が大きくなるから . ()林米常 

識だか ら. が各店戸共みい. この残同に甲ﾡした回客は2- /o表 

のよ うに(イ)〜(りまであるがその内容そみる と(イ)と(ロ)は肉ﾡのあるン 

ので.らずしッ適当な及同ではなかったけれ どッ ・ 同期なのは来 

家がどっ芝認してい るかにあるわけ この点ではく)の収入が大さ 

くなる からとい う回も が'夢い のは最の林業ﾡ橋か ら して当然であ 

ろう。 るっとッ o以下 の校ﾡ的向題るイ)がﾡ含し てい ると解される 

ことも 無視出永 ち い。

<36)

え-/。 ﾡ性状の由 (数はア数

ア

(イ)

収 入 ゲ 
大こ< 
なるから

(=)

ば長が
ごかん 
どか ら

(ハ)

べ期が 
ﾡいか 
ら

(=)

倉*手 
入入が間 
単 だのら

cホ)

米以 
の浄セヤ 
る上にさE 
合がいゝ

(へ)

年中 
なく 
けろから

(卜)

今. 生え 
てるつ 
長 

ふいから

()

林米常 
試だか 
ら

くり)

人にす、 
の ら丸た 
から

ロ 3 3 / / ノ

I パ ? s 2 3 s 6
F 4 え え 3 / え 火

▽ / /

/ / /

上 28 ? 8 s s s

火) 型 子は 六村 から達出し たンの がよ い か・ 村 差ののがよい 

かをすざ. ひのミ. くぬぎの三樹粒について小向した結采はすぎざ、 

ひのきは本対型のものがよいという起見がす< . <ぬざは村ﾡの 

みのがい ゝ こいった 意見がみ かった。す . みのでにクい てはﾡ村 

変が い という人すごにクいて火o"%. ひのきにクいて35ジ 

u る の だ ら一瓶 に は洪足でぎ占い。各々ﾡしとする型由は後に5 
らかにするとして 店ア別にみた場合. 各噛戸共遠じいﾡ買は示し 

て いない。T▽階 尸 が すざ. ひのきにクいて ﾡ村達 の方とﾡしとし 

<いる が 強調 する二は余りに も 平刷が少い とわれる。

2-// 差地別複すの 炭否 (数号は月数)

階 ア
ず ひの_さ < ぬ ざ

自村逢し 他村之よし 山科■よし 対た.よし 色村型よし 村産よし

I 3 ノ

I / 8 ? / s 8 8
W / / ス /

え ス

WT ス

a そ 5 / 7 2 え / え
ノ2

C3ク



5) 対狂ハいといフごそのみへの中くシ 的にばいっっ 

で. 地城的にみると 甲ﾡ郡内くすぶ,つのさ,くなざ). ﾡ宋会地方 

くすぎ,つのさ,くぬヨウ. ﾡ察くケさ.三1県内地ぶくすさ)、北睡地済くすき"), 吉事地ケ 

(すヨ). 塚固県«ひのき)が あ り、 必 すし も 函ミ していない。

&) 当村ﾡのﾡをよしとする人に対し樹別に 当村凌の母樹の 

樹令は どの 位がい ・か2. 若水のとき ( 20ﾡ生以下) • 社々林く 

スo～ «○年) . 老ホ («2年以上ゝ の三期に分けて団いた結承に 

よると すご ひのさとひに"○以上の 母樹 が よいという。

7 二しホを知っているかのﾡ向には. ﾡ回ﾡがα5%あって. 

安ﾡを十分明らかに することほ てヨなか ったが. 回若に○いてみ 

ると 全ﾡアと通じて. ごしホを見たことはあるが索行しているこ 

のはyさい ・ 行着はIﾡ戸と研階戸に若干名いる。

8) 二し水と知っている人.みたことのあるへにごし木のﾡい点 

ﾡい忌を長向した結ﾡによると ・

ずﾡよい尽とし ては.

成長のよい木を話にできる。

広 長 が よい。

番樹 の長計をそのまゝ 受入れられる。 

状ﾡの跡にﾡえるにﾡし ている ・ 

生産質が割合坂く 上る。

る②

③

③

①

⑨

が指 これている。成長がﾡいというﾡは各ﾡ戸の 経験着 が い す、 

れ る 指 ﾡしている。

ﾡい点としては

の 活者報がい

② ﾡ地 がヶない。

③ 手向がッゝ り後苗の時真事と疑合する。

@ 苗木之大ﾡに生産できない。

の四魚が花堀さ れてい るが. ②～③は客階ア夫通で②はW階ア の大 

規項 所有者が回答し ている点であるがこれは ﾡ林規項 の大ミさか 9 
して当ﾡであろら とﾡわ れ る。

(38)

上ムのよう与 改所とベ尽をシ 2さしホを今袋 ってみたいマ どう 

かの項向に対する結ﾡは ゃってみたい とう ・ s 名. やリたく 

な い シs 名であるから. こしホを知っている人のうらではやって 

みたい とい う人が多い こと が運解さ れ る ・

と こ ろがすそに失行したここがみる人に現在もや ◇て い るかどう 

か を 胆向した結果は. *っているこの. ノ名 xeているシの. 5 
名で 経験着は給んご中止しているのが浜状である。

ではどうして中止したのか、 回各は. 茨ﾡしたから («人ゝ が最 

も多く. 人手や資力 が足 りさい C 3ヘ を示している。研ﾡアの- 

人は企ﾡ的にﾡ林でミないから とさえていろが、 二れは 二=にッ き 

べたように大登供給が出示ない ことと 味 し ている。

さし不の向理は このﾡ受にして. に苦ホ生ﾡのﾡ題にﾡろう。

9ゝ ま ず ﾡ易の 樹連 別!き木生ﾡﾡは回さ為のいV. WT随アさ 

この数 但が階ア の北原になるこは 考 えられさ い が、な村 装 み のっ ら 

で苗ホﾡ成そしている歳家の /月当平生注ﾡは、特孫例さ除くこ 

/o0o 〜 2.c。 ホ的後 とみられる。苗 ホ未 成本城 の回本為はアンケ 

- 卜回な若の半分く aなs ゝ に通ごない こごは 自数苗生達を行うもの 

が少ない ニとをﾡ味し てお リ ・ ホ対林米をﾡえる上で見し さい 

事美でめる。

え- ノ2 苗木生ﾡﾡ (/戸当点数)

ア す ご ひのき き___回さる教

ロ 5oo /.ノ2ク

m 43o 2 ・
T 5oo s o 2.222 e
V 322 ス o よoo /

2.2oo 5.o2 /522o え

/o) ﾡ木自象生産ﾡは前向で閉らかとさっにが 生産 者数 は アン 

ート回冬着の る程及でめることがわかった。 この結緊からも歯 

ホが白給ごれていない ことは明らかでめるが: 愛に詰木栄給方法き

(3ヲ)



師べてみると. すざﾡについては一部を白て り不足は頁?てヒ 

る※く スシ%ょ と全初頁っている く %5う ・ 確苗と頁って旅替え てﾡ 

ズ る ('%s ゝ が多< 全部自分の5で2くる ( シes)・ 大部分自分 

のなでる (4ヘゝ台 ﾡ的長窓 はさい。 ひのきに2いても 岡様 

な 限向 そ示している。

全部また大部今を自絶し て いると回客した白 給的 X象はII階 

アにのみめるの はﾡ救 ホ«が比表的 少さいから可絶なのてめろう・

/) ﾡ水席給の現状は上の通りてあるが ﾡ号は今後どのよう 

ヒしてゅくのてあろ らか。 今後 の 話 本供給と ビラ 引 るかのﾡ向に対 

する結票は. すざ苗にクいてみると ・ 稚話をって京なして植える 

(ター or最 乙多く.xいで-部自合し不 えル入 す る (スカ がみ 

い。全那きたは 大邦办の 自給お強図 する寒•家 な (ダ%?) でめリﾡ状 

の7人と 比ﾡ してﾡ系は自給したい との が 瑁 加して いることは注目 

したい。 会部ﾡ入 したいは (9ツー?) e. これらのボ号はいす北しI 
mﾡアに重している。これはﾡ救本数が比較的さいので 労カセ 

かけてクくるよ リ は糸林ﾡ合を通じてﾡ入 した方 が優利 でみると為 

えられるからであろうっ ・

z 苗木を全部頁っているかあるいはﾡ苗をﾡって旅ﾡする意象 

が多いのであるが. どうして自給しないのか・ その理由と5承目に 

っいてﾡ戸した結ﾡは. 土地がきくて作九ない /7人 («4%) で 

惑る大きい ことは畑 の次小な本村 の農業争精 から当然であろう。2 
いでっ すか の数受だ か ら項 った方がよい /ス人 ( ヨ/%ゝ ・ 人が 

な<てできるい 8名く20) . 頁ったるの ・方がﾡホがよいとい 

う 容る ス名あっな。以上の 名果 は自多苫太生 権の 主ﾡな ﾡ路が 畑 地 

の狭小さにある ことを物認って いる.

3)ﾡ入歯の良い人. ﾡい京についてはﾡ家はごのよっに北えて 

い.るか. ま す長戸と しては

の 苗本の版ﾡがよ い

② 病きがない (示枯ﾡ)

が- 毎的に れ. マwの 大規ﾡア ではこ の他に

(44の)

③③ 大ﾡに入手るる

塚を指権 している が. 大規模造林を行 らこの階戸 では 對然の 夢請で、

めろう。

ﾡい ﾡと しては

① がyるく . しかもﾡﾡしている

② その結票こして活者率がﾡい

③ 田樹が不明で 若い母裕から波した苗木を購入する恐れゲ

め る

② 一般に化ﾡﾡ料でし ているのでﾡﾡし 苗木 が頭 々しい

ﾡ じ がす る

笛 が指 ﾡされているが この外一ﾡには長所とは正及対に®放長が 

ﾡい ② 赤結ﾡに かゝ った苗がある場のしめる・ 森林組合 を 遠じ 

こﾡ入しているから こっ した 火素 は 験延 を 旅理匸 して 解決 して欲 

しいこの ﾡ見 が あった が" 足か に こうした向題はﾡ入苗について一 

城的 にいえるだけ に 改きが早急に とられるべ さとﾡわ 北る・、

s ☆歯技ﾡにﾡし てはの消ﾡの有無・ ②日型の有無に2いて質 

商したが、 まず苗本の消ﾡを緊施しているごうかをみると、 次分 

の巻は行っている ス5人 (E な着 os○% ・ ﾡに\ﾡしていさい 

人その型由をﾡﾡた が回な着 はyさく. 決的さここはいえない が. 

消基してもホﾡの効票がさい となえたこのがあった・

日ﾡはわっているるのと. 行っていないッのがおリ・ ﾡずとも全

紙的には行われていさい ・

こっ L た苗木ﾡ成のにめの労ﾡ力は全階アを通じてみてこ自き労 

ゅ力に点なしており. ▽ﾡア. Iﾡアに若千の堂甲労内 がる ったに 

ﾡざeい ・ 、→

(三) 地指 植に ついて

ハ 時のﾡ林地は給んビ自己石地に行っておりくヨ'^ 回 

なﾡの みo%.. I .T階戸に他人のﾡへ所有地に ﾡ林 し たこのが 

若干いるにす ごさい。

(</ )



マ> 火入入れによる光に殆ん行われていさい か ﾡか ス 3 の

平がI ・ T声戸にみられる ・ 入さ行う理由は下"リの 

力をなﾡ約するたにのと宮えたﾡが多い。

3> ﾡE(ホ必)そ行っているﾡSは 五ゐア=ス月 II戸 

= /テe /ヶ年向～スヶr年ﾡばけ小ユと裁ﾡしている、山林為 

の小登衣与»のは. ﾡ地之相対的に小さいクら. 尚!モと行う理由は

、 っ"え ﾡ作物を するたのと各えている。

でご占作と しないﾡは との ようなﾡ由か ら行わさい のであろう 

ろ- x"3土比がやせるかっ. (□)家の常力が少ない ク ら ・ (ハ) 労力の客 

モ 2切の収表 o ヶな< て不 利!だ. (二山までいから、() 斜 が 急 

ごコち. 写の各理由に5〜7人ずクなえておりﾡﾡし.く分数してい

-

ヨ 地格 と行っ 時期 は ()植殺 直 前 .('ジス? =«5%) . () 栽する 

前与の救 ( a =ス0% ・ (ハ)適宣 隈さときにﾡる ("%9 = s4%) 
の三2の場男合があり . 一番みいのは言通行われているﾡ栽前の 地梅 

てある 二とがわかる。

x xにﾡﾡの時期にクいては各ﾡア共に. 3月上.中.下回に 

京キし. その中てる上司 中司がﾡるなく行われており. これはす 

三.ひのざの樹表によ2ても相送はさい。Vﾡ戸には一部 // 同中 

ヨ.下切 の秋植が行わ れて いる。

よ リ シ ひ の 3 の 反当強気 本敷 を 50 程ﾡみく し ている所有者が 

I . I . T7の各店戸に若干名すクい ることをﾡ認しておこう。 (I 
.... t/ . I .....スa . T ...... シァ、>

< みざは回 き巻 がﾡ 少で.R 3o。 本～系記 8ooホで . 平均本故 

は 5oo本 であった。

植付 本敷 をﾡから 林地ま での距ﾡの大小 - すなわ ら経済的立 

地の相堂によって ・ 上の 植求 本数に差があるか どうかと重向し た 

か. 相ﾡさせていると客えたもの /火名(ンート試査対象君の 

約/と) そあった。距ﾡによる点ﾡ ○相iは 一は的 に は距ﾡ と 

本数とのﾡ係は大一小.-大というﾡ係にあるこ考えられるが、 

回倉は ずし あそうてはなかった。 これは 豊林地の 形 き り 土ﾡさ 

ノ ﾡは附止に覧路があるかごうかによ っ て 異なる わけ で . このこと 

は植え ﾡい 場所には 多く すると各えたこのがゐった手ﾡから シﾡら 

かである。▼. WT店アで 具ﾡ的本ﾡに ついてみると 5o 本ﾡ良の ﾡ 

ﾡがめ った。

s 通近の商林成領の 良否 を直向した 結果は. 度好と回答するﾡ 

ゲジのった。 た"Iﾡアにひのき垣林の不成績地がめることは注目 

しておきたい。 不成績の原因は勤収のﾡにかゝった、 が号い。こL 
は充ﾡでめるが. この 外(イ)極 える琴ﾡが彫かった . (P)苗 ホ がか っ 

た塔の回 さが みられた。

2- 3 植村時其

E 分 楽く%)

3ﾡ土司

再中司

3月下司

4月上司

3 ?
3 6
/ 7

8

三ノ3た

ﾡ付 け 本依 の標準本故は どの位か 

の長向に対する結界は. すさ ひの 

S共夫に 3o。 へ 42o 本. ﾡ後でめるが 

これと受に詳しくみると、 すざ. ひ 

の き共に個烈的に本数に相ﾡがろ っ 

て.例え ば回 客着 の多いIﾡ戸にっ 

い てみると. ス5o 本=/人. 3o。 本

330本= ノ人. ヨ50点= ス人. 360本 =/人. 00=
8 人 . 5o。 求=ス人 . とい ラ具合に 分散し ている。全階アを通じて

も最本数 は 25o 水 . 量 高本ﾡは 500 本であった。同- 所有 ﾡです

Cユ2>

6> 地 ・ 植付のたのの労力供給状況は沢表にみるように工、

2_/Az 光 労内の供 給合源

I 聖 V
自家仲のみ

自は労ﾡと逐入 労物

星入労や o み

7○%
ヨo%

8 8
パ え J

ノ戸当 平如所 娶 人 頁 /4 人 バ s i-
ﾡ入労イ 
総量に対 
/る比率

自5労内 

ﾡ入労物

8o%
えの%

? 7
3 1 ノoo

z P / 2 5_l-_--
(イ3)



Iﾡ戸では自客労ﾡが主体となリ ・T7店デメ上では任入グが主体 

となっている。 (マﾡアはﾡ回各でめる がT7階ア 及 びマ 商アか ら椎 

でよう

(西ヨ) 下刈・ 手入

下刈は全刈!方法により行われ。ﾡはほとんど到用していない。 若 

千の及ﾡ が述お 料. 茶園の敷軍に利甲している。

下刈之する 時ﾡ は/回のときは7月. 2巨のとさは。月と?月と 

いうのがジい。下"回数はすざ. ひのきに ﾡ救 後5〜々ヶ年にわ 

たって行われている。 下"に透する反当労ﾡ登は最低/ へから最高 

5人のﾡ囲で. 噛ア別には. I-ス.5へ, I-/.?ヘ,Tース,人 

▽ー ス0人,V一 /5へでみっz。 今きでのそ敢かﾡひﾡﾡのめ 

がる月は何月頃ののﾡ向に対する回ﾡは. 各階ア共通し て 6 月さな 

げている。 (火◇%)次に7月が多い。 (え5%) 2の最ﾡの 時期 

ヒ下メがそ て い るか どうのを麺べてみるとくイ)出系て い る く ◇4%ゝ 

()系ていない く3e%) でﾡ半数は出※ていることがわかる。 そ 

の時ﾡにそさていないのはどのような理由によるのだろうか。 これ 

に対して«4)その時丁及いそがしい.が最しみい, (79%) これ 

はﾡ作ﾡ が丁 ﾡ水稽の極付時でし< 労 加 が魏 合する か らである。 

そこて下労の供給状況をみるとス- /5表のよっに確アが大規 

ﾡになるに従いﾡ甲労ﾡは地加して いる。

2一 /5 下刈ﾡの供給源 ((イ)()いハ)の比とﾡは戸数比ﾡ

二- バ I 皿 ロ V

) 白条労ﾡのみ /2○% ?s 57
() 自録労ﾡと基入労 s 43 /20 so
い) 福入 炭！ 伏 so

テ当 子 P登人ﾡ 9 人 / S 22 ノ 7 み3
投入労物 白数労ﾡ /2o % 97 73 <s /o
総ﾡに対
する比学 基>労物 3 スク 4よ 2o
国若•展家数 る / 7 え __ 2___

()

(五) 枝

/ 枝はひのきに?いてはなく行われているが、 すごはひのご 

程に一桜化していさい。 すさわちひのさだけゃっている人は々/ 

人 回倉ﾡの55%とちめ.(口)すぶシやっている人ス7人. 回を着 

の 37%こさっている。 したがってひのきを枝する人は 9え%に 

さりリ. 大部分の人がﾡだしていることがわかる。枝打 を実行する理 

由は(ﾡ飾のﾡ本がこれるから (47) ・(P)木の協般が上るから 

( ヨスッ% を与げておリ .枝打の 資検 商表の対票をよく 望 してい 

る。 では笑行していさいのはどのような理由からだろうか・ その 

由として、(イ)しく人寺がないから (7名ゝ .(P)やるル妥 が さ い か 

ら (4名ゝ とな げて い る。お打 としていないンの でマ 階 尸 のある 送 

ﾡでは. そのかわり宏ﾡゞると客えている。

ゃっていない人が・ その通由こし て人手がないと各えているが、 

そのよ うに労ﾡが競合するﾡ打送はい2頃行われてい るのか。ア 

ンケート結ﾡでは // 戸下司〜の2月 . いわウる冬ﾡに行われ 

cいる。 ヒ<に /ス月と客えたシのが琴い。 この 時期 に どの植の労 

ゅと販合するのか明らかでさい。労物成合と運由と してゃっていさ 

いとなえたこのはかに 7月 であるか らﾡ守の回別番にるこの

と治えれる。

救打 の 時 セ /ス月こする者がめかったが. この運由には.林太 

生運上からみて場口の回ﾡが早い (回ﾡﾡの 5u %う ・ ﾡ虫害のじ 

商E が さいでッス,%ゝ といっ技術台ﾡ由と. 内さ手 が得 ゃすい ( 

スえる%) とい う経営工の 理由をめ げた えのがいる。しかしﾡ林技術 

上は晩冬から早ﾡに力てﾡ打するのが最ﾡといわれているので、 

こ の面か ら後ﾡで検ﾡを試みよ う。

る) 枝打の起ﾡは各ﾡアの平と示すとス- /ら 表の通りである. 

二の恐か ら一般的結論は引出せないが. 枝打 は3回 緊施 される 3と.

/回目の枝打は植求後/2目頃から/向程度行わ九ること・ 女 

,回目以後は5年向かく をおいての 枝打 をﾡ施L ているつとは追

でよう。

(S)



ち 枝うす の程 厦 (ひのえ

/ 回 目 え回目 3巨目

年 X 年 年

I / « / え ス ◇ ス 3 ス s ス 7
/ o / o ス o ス o ス ? 3 o

N /ス / 3 / 6 2 5 ス 6 % 7
ノ 3 / 2 ス / ス 7

3) 枚者丁才 の利用状況をみると各応デ 共巡に している人 がみ い。 

孤ﾡ戸 の 一部 に検打お はﾡ人にやって しまうへ がい る。距岡のﾡu 
山林の枝打ﾡは林内に放置し てお< ・

x) 枝打労ﾡの株給状況はス- /7忍の示すように一応ﾡ戸規叔 

の拡大 と共 に雇用 がﾡ 加はしているが. Tの態からみると階戸別 

の相買るﾡらかでないといえよう。 各階ア共に自家労ﾡを主休とし 

ていること が判 る。

スー /7 枝打労けの株給況(((い)は月ﾡ比率

------ --
--- II 聖 V W

(4) 自安労ﾡのみ

(g) 自多労ﾡとﾡ入労内

oハ) ﾡ入労物のみ

/o0 % 9ス

8

so

ス5

25

/ 00

/ oo

/ P当入労ﾡﾡ 8 人 /4 /ス 2 2o

入労 竹 
« 近 に3寸 
する比ﾡ

自客労物

峯入労也

/0o 

o

% ?4

今

63

3?

so

so

/oo

(六) 味について

除校 とい う正は大部分の人 が浜ロ 2てあり. ほたﾡ 際に ッ行って 

いるく e%) ・ 行っている人の理由は残リ木の成長によいからと 

杏えている。除木は()他の木に圧せられ成長のとまった木. (□)ﾡ

9ﾡ似のきとうけたホさどでめる。除依 示 がバ現金収 入にさるとさ 

えたひのびいるが ごのように辺し. ごの程及の収入かはﾡらか 

でさい。

(七) 店1につい て

/ 同1伐は殆んご全部の彩裁がﾡ施している。述積はすご. ひの 

さが主でめるが この外めかきつにも行ってい為このがある。向だ 

と契行し ているﾡ由は .(わな林が全に成長とするからこﾡえたも 

のが3o%. (ーホー六の太がよく太るから、 ス/%, (ハW 入をる

る ため. /9o. (=)脚 岐お を自窓用にﾡったの.(ド期の株お表 

が大きくさるから. は共に /S%である。以上の祐系から商ﾡが振 

ﾡ作然でめること しかこ収入とあ げる という目的こ ﾡ諾している 

ことがわかる。

ス) 向ﾡの複及はごのﾡか 術の内ﾡをﾡ円した結ﾡは2-/8 
ﾡの通リで、 すぎ. ひのご共に ノ5～ 20年に/回宿と点数比

2- /8 の在度 (すご. ひのきう

/回 *2回 次3回 次回

林 令
()

ホ総向べ率 

(%)

林 令

(年) (4)

* 令

()

な欧同率 

(%)

お 今

()

なな向伐到

I
ス o

(スo)

スo

(20)

25

(25)

5o

( o)

3o

(so)

スo

_(o)

«o

(4o)

スo

(2o)

ス 0

(2o)

22

(o)

ス5

(ス5)

スク

(2の)

55

(3o)

ス2

(スの

«o

tss)

スク

</o)

R
/ s

(/o)

3o

(/o)

スィ

(/s)

2o

(20)

スs

(5)

3o

(ス2)

▽
/ 5

(スの)

/o

(/oゝ

えo

c25)

/o

c/o)

N6

( 3o)

s

(5)

3o

(ss) c s)

えo

(2o)

o

c 7)

スs

(3o) (2o)

35

(注) ﾡア別のﾡ術平でさく. 頻ﾡの高いのをめげ之っ 
く ゝは.ひのミ。

44) (4ク>



率で /～35程及行い. 5年～ /。 回(ﾡとおいて ヨ～4回ピ 

ている。 二のァンヶ- 卜ﾡﾡだけウからいえば. 小ﾡ状所石巻の向 

率は大規ﾡ所有名と比ﾡし て高< . し かひ高林々きで施してい る 

I. Iアゲク○主で2き程ﾡの回らと行っている。

同乙行っているをは. 桜ﾡに-反歩当り同本位の侵と目様と 

しているのか。 す ごは 各ﾡ戸を武じて 期 40年 . 収ﾡ本 数/50 ～ 

ス◇0本がみられ. ひのこについては 畑 が若干高く «5・ 収 港 

ネ故/50ホが一役的である。 大規炭所角ﾡにすざ と○年-52 
ひの 72年 -/50水という長期とえているとのといるが 

たI. の小ﾡアには目ﾡﾡ W漫なるさいとなえたこの 

いる。

同が致こよいと感わえる林々は. すさ. /回目 /0. ズえ 

巨目2○年 3回目ス5.ひのさは/5年. ス○ま 30と 

いろのがすい。 ひのヨの方は成浜がす ざに べ松"かなので 系後 

の向はお令3o 年にさって いる-

ﾡこよい時期に行われて しないﾡ由は . へ手がない と u う労内帝 

給手商とみ げた 老がッ い。林 ﾡた 設 の 不 簾 を 指摘 しなこ の も いる。

3) 商の労供給状元は2- ノ9表に示すよらに. 回容数かヶ

- ? の特数 と し て追柄で ごよう 

同はﾡﾡ向岐で I Iﾡデ 

メ上になると尋「I労内者によっ 

入労が入って くるわけである

(ハ\) 状利用

・. ～ 35の向におこをわれる

は自客労内と問いるが 樹令ョ5年 

て行われるたの.小規校戸にめ雇

ノ) 採 在は すご7〜8寸.期 令火0
のはむしろ 特 とみるべきである。一方ひ

期令んの へ 5O ﾡですぎと比ﾡし て若千のびて

が一紙白 で、WT苫デ

のきはらヘ7寸、 お

いる。

2-20 採ﾡ紙とどﾡぐ

え) 代根出の作業は. IIﾡデにおいては、 包 塚 労初 で行って い

階 ア .
ご ひ の ミ

期 ぐ 板株基 銀 也'

I 75 4oキ 6 寸 タク・

II 九6 タ ス 7 so
N 7. o « o 7 4 o
▽ 8. o そ o 7 so

ノス.o s o / 2 8 o

N ー / 9 向けの失給ど況 く(イ)(Eのハ»は戸数比孝
二——- I 型 ア ____▽

cイ) 条校労ﾡのみ

() 饗族。 ■と援用明然

( を甲労物のみ

3«%
33%
3 3 %

S 2
3 s

8

3 3
◇ 7

/ ア当労め投下 愛 ノ○ヘ / 8 3 o 2
統6お入 
t 受に対 
する比

家 族

を 用

ち7"

s3e%... .... 、

7 と sる

ク え

5 o
___ 5 ○

・ﾡ家数 3c : -3_ 4 /

るべ家が72 %で大きいが、 このﾡデ外のﾡアはいずれこ立ホの 

ま ・ でﾡるー スがﾡい。

ないのて. 全 的 さ ごとを一# 的 にいえな い)が 林・ 下刈,枝 

寺 の 場 言 年 送とﾡっ て 小規炭ﾡ戸にこを労けがっていること は

(ぷ)

2一2/ 状万法( 比率%)

自球板探 

報出する

ホのき

まで売る

I 7o ヨo
. m ス4 . 7ろ

N 火45 s5
▽ / 5 8s

/20

Cウ>

え-2ス 市ﾡ価格のﾡ試(人

階ア 知っている 知ロらない

I /
I / / 7

6 /

ス



ヨ) 市の北x各の知誠は回客合為 の大半がめ っ ているけれどッ 

I. . W随アにほ知らない乙のがいる。 自分のﾡで販する共会 

とるっﾡﾡは市場信格にﾡﾡばろっゲ. その代会の祐な階アが知ら 

さいのはむしろ当然で この結ﾡだばけのら. ﾡ条の木本旧格に対す 

る向じ度zい ったにるのは史断は系さい。

«) 不方の販ﾡは確の・ 村内の完通をるﾡするのに心發さ作ﾡ 

てあるが. 回倉の結ﾡは(イ村内の水そが多い (回倉着の49? 
%o) ついで()村内の製お※巻 (ゥ ス○%ゝ の)村外の木校燃者 (～2o 
%) .村外の芽老は滋賀飛内に限らず三1ﾡ. 章. 井にひ及ん 

でいる ・ こ ・にﾡえたひのは村内の山林ら有 者の分で. 村内全休の 

ネキの ﾡ置状況は すでにマクロ的 分 の中で ばべ たので・ こゝでは 

名す る。

5 商同で木本取板系着の地域的性格は明らかになったが. こ九 

らの取引ﾡ係をひつ立木販ゐ老とﾡ入者のﾡﾡとみると .(4)別に結 

故ﾡ ﾡはない が信 用できる人が最ごﾡい。(回ﾡ者の4o%) 
に9)知ロ人 *マ親成 (ス2%) があ らわれているが. 全取引 ケースの22 

.%であるから. 知人総故という地後. 血後際 係とッ ク肉係は-般 

に芸く .取引と ﾡ枠な経済的な のと して いるのが一般的であると 

見られる。

と) 二うしにﾡﾡにあるから立木西格の決ﾡは. 自分で価格を老 

*て相 手と相談 するというの が殆 ん ど全部 である (85%。

木金の受け取 り 万は頁の認合い がさま ったとに 全部 受 け 

ﾡるとい っF金の形が一般的に行わ て いる。

質契ざしてから 採桜出期 岡は3ヶ同～ /ヶ年の範回に段んで 

い る が. ◇ヶ月と客えた呑がみい 。(回各老の 52%ゝ

7) 期とすざ. ひのきの二樹穂についてごのように考えている 

か。 アンケートの結承はス-23表に示すように、 すで. ひのきと 

みに4○甲がみい。 ろ に示したような桜ﾡととる理由をアンゲー 

卜の中からひろ ってみると ・ す33。年をとる巻はの30年校にな 

ると成長が落ちる。 (I階ア)②現金入 が欲 しいから (I階ア> 

c5o)

すミ. ひのミのお期 くﾡは戸数)2-23・・。ャ 40年 5○年 60年
別 に き

の て さい

なるべく

長く したu

す
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円
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ス
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③価格が割合 よ (T" 
の 方 が収 入 が みい (TV»
40の 類 之とるこ

回ﾡの外. ③振 にするか

)9◇2手期で一回よリ. 3○手で二回

> 対がふげら れている。

の は . の②血ﾡ ばか ら . ②有神だか らこいう 

ら ﾡ 救 か ら桜採きで同一人 で宣 理 て さ

るからとい うﾡ由がﾡ げ られて いる。 こ の地の自然条中炭は市場 

条件からみて40年こい うのが に期 であるとﾡ有老は考えて いるょ 

うである。 この索をの回ながよく説ﾡしていそと惑わる。③ 

すご. ひのさこッ土地条件によってﾡるけれどこ 自教有にお 

る圧輪を数えてみると4o ～ 5oきでの成長がいいと意えて いる。 

以メ上 の回きはいずれッ皿階戸の ッ のてあるが Tﾡアでッ②細太 

の値がよいから 2れ以上大さくする心ﾡはないし また成育も遥くな 

るこいうﾡ由を挙げているが. この幸索さ説明しているとﾡえられ 

る。

5○年 姉 をンる由としてはの林木の示まで太る. 50年以

<今/)



後は 利ﾡがさ い1がなけられている。 ◇2以上ととる楽験は 

ﾡ増加による経営の充緊とﾡげている。みのミにクいてる同株な運 

由 が指 個:れている。

契 2 た代期 令をと りさがら 各ﾡ必がそれぞれ採用している期 

を有利だとか. ﾡ期 そめると判出している。 こは各戦数のひつ個 

別経済上の差ﾡに起因しているしので. -境にい す九が有利で め る 

とはﾡ断でミない。たゞ歩から ネ村では ・ すざ. ひのきの 両樹 

ヒクいては«。 ～ 5○年 がﾡ左 ン られて いる-報的さﾡ人でめる 

といえよう。

s 当地で行われているﾡホ. 優校の方法と是非いすれに 

判町し ているかをﾡ向した結果は«イ)よい と感う . が多かったが. さ 

お改貸すべミ*にクいては ﾡ楽なﾡ見がﾡべ られている。 それらの 

ﾡ見を 総 すると次のこクになる。 ヌーはを整ﾡすること v 

二 は 祭徐報出設備 の川ﾡとその共同北化の心ﾡ性と強己している。 こ 

の外戸有内係 が 雑にさ< そう し ているので出ができないとい ら 

不ﾡみ べ られていた が. ニシした 小規役所相 にﾡする向ﾡる 含 

めて. さ きに指した系ﾡと共に共同北の向題は林ﾡ発属 のたら に 

る解浜すべ 課題てあろう。

(今2)

第3章 ﾡ家経済の 分

ﾡ家経済と林業

/ はじのに

株ﾡ改ﾡ書 及琴業が具 体的 に行われるのは いうきでこなくﾡ々 

の森林有若やﾡ業労仲着 または林米生遊にﾡ係する諾妹団. す 

さわち本林ﾡ合とか. 成は林米枝術研炎会さどでめみる。今まで村の 

経済ﾡにと 分れし. 次にこの地方で行われてい る林業表術水準を ア 

ンケ - ト 調 数結果に ッと グu てﾡらかにしてきた。 2北は対業改良 

普及市業の血接対象たるﾡ々の本本有者の 分析のため の いpばﾡ 

論ななすめのであ った。

個々の な林 対 有者の経済的 柱格. こリわけ林業生艦ﾡ堂は、々 

のァf有着がおかれている村. 郡客. 市塚、様誠備こいった外部的 

条件と共に. 河有者自身の内部的永件. たとえば、林野所 相 規摸. 安 

ﾡﾡ成. ﾡ業 経を区着の能力とかﾡ諾といったもので着しく相買し 

てくる。

そこ で本章では . 本業経宮規をﾡにする 一戸 の農赛 を 送ん W. 

その経済循類構ﾡ、林集終営の実態を明らかにし . そこ に左する 

林券の向題を解明しよ らとﾡ図した。

a書の 方法は. あらかじめ準備し たマ査業 に基いて ﾡ政額姿を ﾡ 
施した。短い登期向に主と し て ・ ﾡ和 3/ の / ヶ年同の生産 消 

受の実態 と額書 したのてあるから、 その搭度は一ﾡのﾡﾡがめるこ 

とをあらかじめ断っておかね ばな らない。

武 足した農 雲 の 諸標 は3-/表の通りである。II店ア c /～5 
町) /テ. T階ア (5〜/○町) /テ・ WTﾡ戸く20町以上) 2月の4 
テである。僕足 し たﾡほが比ﾡ的 大さなアに東中し. 村全体 で最ッ 

比条の大さい /町森活ア が除外 されて いる屋は送定する場合. 本業 

生産に ポイ ン ト &おいたためでめるが、 整理するﾡ店で改のて送ﾡ 

ラ去営反省している。 /町以下の ハ小規長店ア の益 業経宮 上の諸同墨 

cs3)



はアンケ-卜調空結べと基にしてﾡ こしこし。

3-/ 別」ﾡ表のをポ

階 氏 考 消
,4・

44舒: a " 地面積 () 山 面 瘦(反)

名
,内

力

気 
力

年 
令 田 畑

樹図
() 甲 本オ林

-  ' -——

新茨林 耕

m T.M : 6 .42 s./ 展 ※ sx 6o .2 ◇.6 2.o 8.5 ス9 s

岡 6 2.40 ク ス 7 7. ? /・ o み.? 2?.8 20.ス s。 o

四 K・R ク 3.3o s.7 か; 浜 s 7 く.0)
/化と o 6 o.e 's.8 265. 5 ・6".5 433.o

VT M.R 7 2 6o 58 始 ※ 2 8 7. s 2 o 3-5」742° 2253o 3ノ80.o
----

〔注) /> 山面承は凹取面務

2) 耕地面ﾡは有置積でく )はﾡ付面積を示す・ したがバ2 
c.経客 面務は 有 面積 よリ( )の面ﾡと差し引いたッ 

のである。

・例I . M ・ R多の経済と林米

Q 旧ﾡ河村で最大の林野河有者でめるM. R家は. 大河咏部港に 

ある。M・ Rﾡの経済と分析する前に M・ 氏家を とりまく 藻 

境と しての 大河原ﾡ落の概況を 商単にべておこ ろ.

*一ﾡでふたように. 雨る伝. 締向山. 端ヶ伝が境界にそびえ 

そらのﾡを水源と する河川が集き 2 てい る野州 )川 ダム 名桃 芝 の 

中にひクたこの部落は. 農耕 地 は 板の て ル•なく. したがって部ﾡ 

テ数/4/アの中る 業 ﾡ数は僅か 3アにﾡ ざず. 林 生 に 従 争 する 

ッ の が多 い。 大有着 はM・ R塚と. M・ R数の六家に当るM ・ s 
多の他ば F有現ﾡ 2o 町前袋 のM・ T数. F・ K核の2戸で. あと 

は /町未浜のﾡ細さ山林所有着と株業労物ﾡである。▼なわち株野 

の 大規検所有 着 と林業労ﾡ着 に 分化 し て 社会 がﾡ成 せﾡ九ている尽 

は.ﾡ河部落と異り、 しかッ. こ、ではﾡﾡは. ほっく自教ﾡ置

て今) 

約な規叔で しか いとなま九て いさい。

また山林所相についてのると この部ﾡの山林面ﾡはないが.上 

配部落内 居住の数名の 個人 对交着 と 5.e 名の 大規横村外 有若の山 

林と さらに県有林.村ﾡとでちめられている。

卵治ネ年 当時の-最的度お怒と 松田 郡技 の 林業 に 対す る非 格 

な努力こが合まって. この部ﾡでしﾡ林が最ﾡにﾡ戚した。 この契 

よとなったのは・ 見面ﾡ2○○町歩というﾡ有本 370町歩のﾡ相 

林 が 隻林されたことでめる。 しかし・ ー方部過内の大きな所相老で 

めったお浜 村上キ次部 或は正 法郎 氏尊の 手とよ って. 料氏の歳 

林ひひろく行われた。 正番郎氏は鉱山経ﾡに失敗してﾡﾡをった 

こいわれているが、部落の人は、 □月治30手ドに堂林と拡立大しすご 

< そのたの甲したﾡ金の利子にﾡわ九て厳にﾡと ったこ話2 
ていたが ﾡ場は別として之. 当時の村内を尽統したﾡふ太をﾡ知 

そる・
ﾡ林 は んだ が 促城施誠 の発及はおそ< ・ 昭和 /引手に 野 川 

ダム エ 爭 のた め の 資整が施設 されて. はじのてトラック 里ﾡが で き 

るようになったが・ それまでは松思川を皆流し、 ﾡ河で茶く/5 
石種度 に組み 3人来で野州川の町まで六流しをしていた。

しかし・ 整後ﾡ地林ﾡが完成し. またその長が森林ﾡ合を中じ 

に してﾡ々整されて . 林米生ﾡの条件はできっ、ゐる。

2) M1 ・ R家のﾡﾡ成は次の通りである。

区 分 年 全 ﾡﾡその他 労物カ 消賞力

経営主 25 株 ※ . 町ま /. o /. ク
3-ス

遑 ス s ﾡ※ o.8
M1.R身の家族ﾡ成

長 男 o.x
量 々 $ 数 爭

・ O,8 2.9
始 / 8 高 生 /. o
弟 パ 5 中 生 o.8
妹 / / ハ 学 生

3. と ___ s8
(今52



の他に神戸に必学し・ 多政そ学んでいる( 2○ヌ い る 

のちに労め刀のところで小れるが. 経営主は 町Tま として公務にﾡ率 

しているので. 自多経営に従季することは少なく 安族全体として 

自安労物力は2.○で小さい。

ラ 生産の 基礎と しての 殺林系ﾡをは .

水田 7.ア5ゼ

畑 z.°0*

甲枚林 ?0町7.o"

そこのに

み /35
合解 ・

があ る。これにﾡ. 家愛. 木ﾡがなど が力 る ・

3/と町歩の山本ﾡ産の全部が分客の時に 分>れたむ ので な< 

先のに 30町ﾡ(台ﾡ がﾡ入され、現任の経営主ひ8町歩< 

台ﾡ> の山本を新しくﾡ入して林地を拡大 している。山林見面種 

は上認のよ っに . 甲本林 ?○町7及.(ム林面秋の29% ・ 新炭本 

2ス5町 3反 (同ワ/% 合ョ/と町歩てある。 (台ﾡ湿ﾡ /45 町 G
反 う

森株 の巻遮ﾡ造を台ﾡからﾡらかにすると 3- っ図のようになる 

全ﾡ積 62,2/9石・ そのうち甲校ﾡ//79○后. (全ﾡ積に対する 

比率/クル)、ﾡ炭株 =o. 2ス9石 (同比率8/% で 稲城林 の 比* 

に面ﾡと共に大きい。

ヨ- ヨでみらるように用本林. ﾡﾡ林とるに二っのピー クを 

ッ って いる。 すなわち甲本ﾡは▽令級と文令継 ・ ﾡﾡ林では▽令紙 

と x 令* であるが. これ ら森林 の 校期 を 族林 接 のお知 令 (用ﾡ林 

令袋 • ﾡ炭林V令松)をとると. 浅探対悪林分はかな り あって. こ 

くに新ﾡ林は 最熟林 分とさって いることを指ﾡでさる。

-力- 農黑資産では. 大あﾡ. 大ﾡ代買ひない負ﾡさひので野ら 

自 給合用に 老まれている種度である。 した がっ て属時には 牛のﾡ入

(sど)

れめっれる。

«) M ・ R窓の師円別総表額 投入額. 紀達額及び労ﾡ投入ﾡ出 

ヨ- 4表の#ロくである。

3-4 M・Rﾡの 次産 額及び労投入

部 円
総ﾡ額

(円)

殺入ﾡ

(円)
ﾡﾡ額R 

(円)

ら内根入ﾡ (A)
自き労労量 ﾡ甲分ﾡ

ノ78, ?0o /«3. 72o 35. oo /ケ &7
株 東 &o8ん 822 Soo .6/7 so 3/ 57/

そ の 他 ノ5o. o2o 2o2 そ. 20o

社t «3?2 700 S?%. 22o 3.ク?4 522 / 7 $58

ﾡ逐額に2いては. その95%冬林※部分がちめ. その他(ﾡ式 

配当会収入 さどゝがs%. その数りス。がﾡ 共ﾡ内こなる。 業部 

口はすざ. ひのきの主 板. ﾡ本合//«○石(同本求)、 ﾡ本 

?2○石が主ﾡさ現金収入となり. これにほ計社向、 経送出向がある。 

細ﾡ額は これに成長ﾡ見積ﾡを加ﾡしたこ ので. 袋にばべるよらに 

用材林は増 . 新状林るはﾡ枚こさっている。M ・ Rほの経ﾡば . 

これらのﾡ送将が中だとなっ ているもので、 本※が主選部 円を形 

成しているのは. いうまでめない。

ﾡ入知で. はすﾡ送が比ﾡ的多いようにみられるのは. 甲水長 

ス.5万円. それに7反歩の水田をﾡのﾡから防ぐにめにまけたﾡ 

細の 工事費5.5万円をﾡ計上したからである。 これ らは資本資 そ経 

営賞用ではない が". 裏業は自 給的 であり. ﾡﾡな部内そさいので商 

系化のたのに投入加えて おいた。

林ﾡに対する投の内区は

苗 ホ c すざ/7202ホ. ひの全4oeo本, ま24020本〔 雪なえ2る283

下 刈 228 人 / 2., 222 '
植 株 ^ 49 人 so. ◇20'
地 * 73 人 3め.500°
ポ 有 ス。 人 /。 ◇0o

枚 9ム 人 4s000?

(Sク



で. こ、求林ﾡのﾡ入額は大ヨい。 こ で当みの最にの林ﾡ 

ﾡのﾡ情をのべるとﾡする理由には 「生活のため」「子地敬育

」といっ銃株以に 「林ﾡﾡ成のにめ」の気金あ受ひ小くまれて 

いるっ 本年ﾡのﾡ入ﾡホの中に ooo本のあ"きっがあったが

れ は パ ル プ右 ﾡ不のﾡ成をﾡ図 し てい る経老君 の為え方にことずい 

ている。苗木は自 本数 と瞬入本数はほ ヾ向 本数 こあったが、今後 

ひこっ した比辛でﾡ本の入手と考えているようで。 自給合率をﾡめる

図はない。 そのﾡ由は畑地の狭少とﾡ六意成の労力不足にある 

よっそある。更和3, のﾡﾡの労ﾡ力は. 全部ﾡ用労内る用いて 

い る ・

差太林の中でﾡ林司能地は服ヵ用校林化して. 本本ﾡﾡの充矢a 
計ろうと考えているが. 経営名は 現在 の労供総事情からみ ると年 

店13万 本程慮の ﾡ表 が丞当な規ﾡと判断しているようである。 この 

経営の /町少当 の準植付本数は 火. 5o。 ホぐいに し てい るよっ 

そあるから. 年向の付 面承 は約。〜 7町歩となる。

下A 乙 労物供給季情 のたにめ. 充 分電 に終えること が 系ないょ 

つである。それでと7月. 8月で 200 ヘ以上をﾡ入れている。 下A 
しr 単は 家畜力朝資 していさいの で ・ 号ら林ﾡに放置し て林内 ﾡ料 

とちるように仕向けている。

円は. 収ス入をﾡげること必目的としている。 す 3の 場合この権 

営では20年目で方ﾡの /oo. 25年目8. 35年目う0%と 

いう向率の目ﾡでﾡ行しているよっで. ス○年生の向衣ではﾡ版 

ホの 5o %はﾡかけ校に向 りれる程に成長 し て いると の こと で 

みる。さおみりの 5o %は 料 に向けている。 商1の労竹も凡て社 

用労物で行っておリ ・ 昭和 ヨ/ では/とへのﾡ入置になる。こ 

のよ うに林栄に対するﾡ 入は物財と しては苗太だけで. 労気の支出が 

大きい。

5ゝ n・ R感の自家 労ィ の年向労内部分をみると. 3- 5図の如く 

と月こ /○月のﾡﾡ期にピークとなっている。林業労ﾡは ﾡ林 • 下 

刈lという労ﾡよりるﾡ理労ﾡがごい。 それにしてる年向僅かョ/目

($8)
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にﾡざない ・ ﾡﾡ労ﾡの桜入武は /と7 ヘで. その主たる垣手は主へ

のﾡてあり 区主がﾡ※労初に従事するのはﾡ 獎期 に /5日ﾡ度

である。

一方. ﾡ用労ﾡは米米師内で年向23火ヘ そ丸らは田ﾡ・、田の 

取リ . 収穫作 系 に 向けられて いる。この外田ﾡ時には牛を /。 日艦 

い入れている。林ﾡ部門では- え月に地梅. 3月～4に植林・ 下 

wl は9F 商桜にそれぞれ雇入れておリ.林ﾡの 総起 用受は 802 ヘ 

になり ﾡ甲労グの的70"%にひ反ぶ。 したがってH・ R表の経せ 

そは. ﾡ用労ﾡが相やすいかビうか、 労賃がﾡいかﾡいかというよ 

らなﾡ甲労ﾡの供絵条件が撃となっ て<る。

なた&新炭林. しかﾡ気林分の改植は当ﾡの課ﾡであるが、 こ

れに は枝術向惡シ さることながらﾡ用同ﾡが不ッグになりそっである。

(ろ/)



&みよう。 3一 と図はその編構ﾡを状型的にいたひのでめるが 

この図で示すよっに林ﾡ部口からは. 用本本の主伐. 向と合めて 

Z クルク 石 の売上金 ス45 万円 . それに林迎にﾡ有地の-部と状供し 

たたp入 るﾡ料 . 及 びお の あ払 存 3 0 万 円. さ どが現金収 入 と 

して入るが:労賃. 苗不ベ. の現金支出領と差し引いて. ス45万 

円 が暴計 □出ﾡけら九る。 物 は 料と して商がﾡ・ﾡﾡ本なごの 

見 独ﾡ /.ス万円が身計に向けられている。ﾡ熟とのﾡ地は. か 

けおとしての同ﾡ校の株給が考えられるが。昨年ばさりった。ﾡ 

業と家きとの口座は 目給ん木 引ョ 宏と野系双が客出向さてい 

る ・

呉金次払はほ計長 8z 万Fで これは林ﾡ部口Rび利子収入て倉 

易に充当れ. その み額 は何 らか の形でﾡ☆されて い るとﾡ足>れ 

る ・

プ> M・ 家の経済と林ﾡ経どの状況は. 以上胳成しな 也 ヨじ ので 

あるが. 承物ヒM ・ R客のざ2林ﾡ経ﾡ上の向題点をこぐクてみょ 

っ ・

*一に同ﾡなのは. M1・ R客では新ﾡ林が全ﾡ積の80%るとめ 

ていることである。闇大な甲お帝琴 が見 まれる見在. な大をﾡ尖 

林そ地条件の許すかざり甲材化する ことは当面の 目標となるで あ 

ろう。経営巻 林栄経客 の元実とﾡ図して. すざ.ひのさの 畑と 

◇○年に目樣そおき. 植林 に努している。 3/年及にはさ当にみ 

たように スス ククの ホ の造林を 行って いる。 この宣林のネックなっ 

ているのが. さそにれた労ﾡ事情である。ﾡ落には自系図ﾡ 

座 の統也 しかない ので. 一人前の男をﾡﾡのためにこの土地に布来 

することが出系さい ので. 多<は通年労ﾡをボめて村外ド出ﾡ為の 

労務老 となり. 家は 附のマン ガン 鉱夫や守 米製炭 夫となる, ゥ< 

て年向に繁困類のある育林労内巻の数はﾡ対的に少るく さらざるを 

得な< なるわけそある。しかも部落外よ り 人天と上 rﾡる ほ ど の 規 

ﾡ の 匿林 争 業 で し ない. その結飛ﾡ株労ﾡ巻を曜係する手般として 

製ﾡ京木と与えて. その京にﾡ林するようなき計動をたて. z次ﾡ

<62) 

行して来に。ところが殺ﾡﾡの年向の生ま を雑書す るためのﾡ歩原 

ホ登こ. その原木代を林労ﾡて相ﾡするたにめのﾡ林皇甲貫こは. 

パランスなとる必我こなる。 こえは現ﾡに. さかなか田ﾡさこごで. 

当録の合 ごら ら かが強制 西子になっているようである。 そのため 

にh • R民は急ﾡなﾡﾡ転状をﾡるため域素ﾡ木林セ企業製炭で代 

ﾡする寒めこ っている上うである。がこ九は地元のﾡ用愛るボじ. 

また後々のﾡﾡ労ﾡとこ任係すると ッな りﾡい ようにﾡわれる。 

部ﾡKのﾡ用と 株粒ﾡ検 の労 そﾡ係す る事業ﾡ動と新しい人岡ﾡ 

係を作リだすことが大さな向ﾡとして浮 び上 ってくる。

次に産出の方である がﾡ和 スと年度から現ﾡまで ・ 毎2.。2○石 

～ ヨ.○00后 ずつ 桜杯 しており、 そこでそ北らは 岳 の生活 と経ﾡ の 

経幣ﾡ質用に元当れてさている。 このように取引的(経帝的)に 

* 毎年桜杯し ・ 販ﾡする形る の林※経せて は. 林求経せの保続こい ら 

点からみて. 成禄登=伐択愛がﾡましいのは勿論で、 この成長王を 

ﾡ大化するここ が伐採愛 の板大 にﾡずる。 ホ林ﾡ査ﾡ に基いて . 昭 

和5/ ﾡの成長受とﾡﾡのﾡﾡを比ﾡしてみると*3 -7表の通 

りである。 この場合. 同取リによるﾡ面積がﾡっているので. 成 

受受を算する場合には、'台ﾡからボめた成長ﾡに両面ﾡの倍字さ 

案じて柩正した。

3-7 Mイ ・ R泰のﾡﾡﾡと桜採の肉係
■ 畏堂 差 製

お ﾡ (6) ﾡ額の) お 積 (6) 個頼の) ﾡ積 個頼(P
452 6 3 イ 40 マス5 - 48 ニ 62

新 坂 本 z 97バ 5 92o ス2 + ○7/ + 3«
(注) 位ﾡﾡ当 り 成長量は村全体の森林ﾡか ら 用新烈のﾡ成長 

登をボめて. これを M.R安の森林面積に 条じて全成長受を奪 
しに。ﾡﾡﾡはー ・の社会会計ﾡに 甲いた令級別立太 
価と上の方決でボめた令終別成長ﾡに条ビてﾡ出した・

さ て . 試貴 の結受とみると. 用本林 は 487 石 (/な2汚円ゝ の最伐

ごなり ・新炭林は ○7/万 < ラ«万円ゝの不足べとさっている。甲

(4 ヲ)



の 受は 別に そさ名の乏がある戻様で・ その当はともかく 

として. 杯がぢﾡにさているZ令袋の主ﾡとそのの令総の商伐 

と象とせられているかぎリ. 枝術上大さな同題ではないが. 新枝 

林の不足我は. にのべた切く. 当 数は いうほでッなく.村内のお 

ﾡの生を力と認める上て 向題があ る。

この忌て 経老巻がﾡ起 ﾡの締成とすゝ ②ているということはM. 

R 家 の林送経営合型化 への-つの歩みといえよう。

経後省は枚打は効ﾡがさい と い うﾡ由で ・ 全然 契していない。 

M・R暴の 本ﾡ のみなら す"ﾡ河 村で 生産 さ れるな本 の全部が枝打 さ 

れて. 初のてﾡ河村の本価と全ﾡ的にﾡく系るのでめるから. そ 

のﾡ求では枝の効緊はなかなか現れないが,役負校の生とﾡ回 

るなら. やはリ 枝打作 展 も行われる 必要 がめ ろう。ﾡ者の査し 

たﾡ木ﾡ下の る村で は . 森林ﾡ合が枝打 の証明書 を発行して枝打 

のき夕にﾡめていたが. M ・ R教のような林糸教が枝打ﾡ及のィ= 

シ*ケブ乙とることをﾡ待したい ・ 林米経せの無約化がひいては村 

内 の径甲 ﾡ抜大 に似立 て ば. 山村社 会 e 現象す る 土地の込的所ﾡ と 

材内ﾡ甲 の矛種はﾡ和されるるのとﾡえられる。

次の内ﾡは優別を必の同ﾡとい うより . 全体の向題であるか、経 

営者は向み収入で • 当面の隻林賞を償う方針であるとﾡっていたが 

そし てたし に昨は向なで ス5万円の ﾡ収 益を挙 て いる。しo 
し二の向伐る惑良 の時期 にはごれているい。 その理由 が林 ﾡﾡ試 の 

奥係からﾡ払能力 がな いためだといっ。M ・ Rﾡに限ら ず信別経宅 

合愛ヒ の前梶条件 と し て妹ﾡﾡ設の 整ﾡがあ るここを 指者 しておこ 

ら。

(64)

率例正 K・R家の至済と業

ノ K・R家は幾ﾡ部春にある. 林野所有面積は、用材林スと町5ス 

5セ 河「炭ノと町7及ちセ合計43町うぶﾡ (見込面ﾡ) で大 

有者の方である。 寒業委堂規ﾡしかなりひろく、 水田8ぶくセ、ﾡ 

4セ 茶国 ムセをムセレ ている. また水田と及を共付けている地圭 

でひある. 登営主はﾡﾡ局長と し て 郵 是局口 切存し て い る.

京ﾡﾡ政はムーS表に示すように. ク人であるめ、

-2 K・ Rぶの家族成

区 か 年 ぐ ﾡ系・その他 町 消貴力

ほご主 5 7 4 E o. 3o く o
¥ 55 成 系 • 費業 o. 7o クタ

役.... 野. 3 ノ 東業 ノ22 々 o
展男集 7 農業•家義 2.82

*****・\vを*◆・。・*・""**

クタ

= « ノg 高校生 ◇?

要二
ノタ 中孝生 2s

委 2 と

計 ラ ラ2 今ラ

そ営主はﾡ候局へ勤務し て合ので、ﾡ林業のり手は長労次支で 

ある. 水田3えらセを主とするﾡ業は. 田植及べ収時期に4〜5 

人のﾡ用だける. 二の長野夫受の手で至営さ北ている.

a) 生差の接迷としてのﾡ林業資産はささにべ起ﾡ地林地のほ 

かに大費長としてﾡ訪根. 脱本. ﾡ米桜く部ﾡ共司> が名/合、 

大前物は役牛 ノ 頭がい る・ 物にはﾡ玉 ノク、合車ノ2坪、こ2 

外ﾡ宅. ﾡ地、 を北口に立木奇事資差がある-

園取によ 4 用桁別. 今 畝别 画猿 及 を. 蓄積は 4一 ?回の通り こあら. 

K・R家の森林橋造をみる と. まず 用は林文 令後 と 薪炭 抹 N 令役が 

ﾡにおいて若レく大きをウェイ トを日めこいる- すなわラ 

用材林の て 令歌は面ﾡ で は 用材林の ユ今%. 用材林ﾡ積の 6ラ%. 

また新以林W令ﾡはﾡ炭林衝積み 9s%. ﾡ積の? 4%を日めるい

cどs>



ろ. 用杯はI・・T令扱にろﾡ～ ノ2町ちの力み 

かなり ﾡった令る記分と 条って(lるとﾡうれる.

けれと マ、

一.

s 
ﾡ

KR家の林ﾡ白

(令祝 別面稿反び答ﾡ)

一新だ林外町ﾡ

冰备積

s町

羽

2000

7ooo

&op

3) K・R家の部内別総資走頼、 投入ぶ 秘産頼それに労ﾡ状入室左 

示 し たのが -○表である・

縦ﾡ頼のﾡ計は、今4万円. このうち林業は42%、 公ﾡRべﾡﾡ 

収入が多2な. 賞業zgるというﾡ茂る林業初門の更は産い. 二 

の林業術内の産ﾡっZ.2万円のうぢ、 現金入はヒノ キ向代材の 

収光代念ム3万円のみで、 家計仕付の送#材、 見求頼ス5万円、撲 

察部门に着草 く ﾡ料甲) o.S万 円がみリ その外は蓄ﾡﾡ沿頼るある.

農黙の現金収入としそは、渋米8依がおり、それ以外は大部分条 

計向とそき仕向分である.

公務は至ぎ主がﾡﾡ活に動務する体ﾡで . その他は財差収入る水 

田 とえの 小作料 3.と千円 でおる.

ノ2灯

5町

ク

/ 
/

「「

0 1 IITV VVWWX

C<6)

S◇po

先00o

3クいの

マP◇の

4-/。 k・R家の部門別認ﾡ頼及びﾡ授入量

部 円 総左額
(円)

投入頼
c円) (円)

労ガﾡ入舌 ,

ﾡ本労切 堂府空物
*… ﾡ

林 業

公務・その

合 t

25722

85.222

s3. 422

23322

&2,522
522

マユ2,ク22

83.422

ラ2o
バク｝

....... や322

s告

« --
ク2,222 ち今822 今4o422 7◇ so

4) 一万. 投入の面では. まずﾡ栄につりてみると、犯料ド. 』 

ﾡ.茶剤ﾡ、 ﾡ用労ﾡるど現会夫払4火?十円、地震肥、 台斜 

科李官合分58.4イ 円である. ﾡの投入置はKRあ全授入労ﾡ 

の4/*. 会務の多20人をも干上廻つて泉も多くなっるいる。

業に対すき投入は. 物財としては苗木・ ◇ee○本. 今万 円(内 

ﾡ入苗会○○2本、 自吉～e○2本ゝ、 用役は 自 家労め分を除いて. 

ﾡ用分負のみを計上すると、 地2○人. ﾡ林/◇人: 下刈ノ5人 

向ボ2○人. 合計と与人. ろ.ユ今万円. したがっそ全ﾡ入頼はと25 

万円となる.

5) KR 家の年町内記分状況は4一/昭の通リ るあるが、 こゝで

(gワ)



②特役はﾡ候ぶに町弥す8守がﾡ向. 客的にあることて、標ﾡ 

労咲給森に並づけて いることである. 全体的にみると K策期の5 
月. ノ2月はそぞたビークとなり、 水田表業型の労坊記分を示して 

tる. しハし. 二の時にはﾡﾡﾡ内はな!、 むしろ引月の地格 

ﾡ林 と月の下刈. 2月及びク月の向代を ど休ﾡ労ﾡに多く見られ=

メメーノノ K・R家の労配分E

*ター /○表に示したように 全ﾡ 入労物置はふ22人. ﾡ丁ﾡに 

は. 農業クノる.林業2ラ*. 公務っと%とるり、 また=れを自な 

ﾡ甲ﾡ物別にみると ? 2 %が宮奈労物て登営会体と して はﾡ用労

(48)

は夕存!。林業都『Tにﾡ用守材は最もるく、S2人中と5人がﾡ入 

され. 林ﾡに対す る入 守物ﾡの45%になる.

4) 夕に KR 永の生産部内内及が生ﾡ部内と ぶ計向のと 産物去ﾡ岡 

係をみると. ﾡ4-ノユ図に不すようになる. 当地方としては大堤 

ﾡﾡ者の初類に 入る当 条の林業生 垂部内は. 再の 面から、) えば、 

質業をかなり し② ぐ主受部 rtてある が、昭和 3ノ部 凝。 /年さ限 

ってみると代採によ る収入は 値かに 火.5万円に 通ざず、 ﾡ預ﾡ加 に 

よる資ﾡ額ﾡがジめ.3万円になってることでらる. この ﾡ味で消 

費そ済に対井する林業ﾡ内の"ェイ トは現在のところ部くを(. これ 

に対し※業はぷに米。ﾡの外、 野求ﾡを仕向け. 則金物を除い 

て 食ﾡ品 は殆しど自給さて ・るので、かえっ こ林茶よ りも消賞委 

ﾡにおけるウエイ トは高I. 会務は会くの生産向とはﾡ好係に、 

独立 した部向そ、 あ計にﾡﾡ /8.ラ万円を仕向けて(る. しかしこ 

の ﾡは冬マ正 しこいるのて、 k・R家に立受左ﾡ判を果だしている。

ク) KR家の委済と林業の内係は上したよラに、. 税産額の面では 

その半分をちめ、現金収入とし乙年ム今万円を挙げこおリ、 一方授 

入面では労仲クマラ 冬林業部バ1に向け、 しかむﾡ用竹の大半を 

投入 して t)る。毎年ﾡ金収入さ挙げる ・る点で は政引的目的さ林業 

に与えているよ う であるが. そうで は表、て ・ 森の老ﾡ情地、植 

成岡係を細にﾡると放長受の推定は. 用林ス=2万. 新炭林7 
百. 兄積頼ムフ万円とをり、 したがってﾡ地加ﾡは用新合わせこ、 

4○0月をオー バー レ、価額 にレるノ7万円となる.」 ニ たはヨ ド 

R 条の ﾡ寄として 海ﾡさ 忙 乙行 くのでぁる が、 一 / 卜に 入画 でみ 

たよ ラ に植林木. 下刈ﾡ斉林に労や資材のﾡ入が行わた こ おリ、が、 

< 乙 森林資ﾡは ﾡﾡの -途を たどって\る. し たがっ て 三*のﾡ* 

= 男の教斉が近( 末 担せの登費を 受とす みとしこ、ま たかな 

り 大規浜束然のﾡがお=つ こし現在の山林があるかざリ だ配左 

tと思われる、 二の宣味では子備財産的を救能を業がﾡた して 

ると考えら れる.

く<>



た ゞ・ 現在の世帯主: 氷痔年まど にフ て現金収入つ約 7°なさ日 

める年給収入 を失った場合には. 消 ﾡそ済 の林業 への依存 戻 は &数 

にたかま り. 生活ﾡの ため に山を株する取引 第目的 を林業部内に 

おたえることになるだろう。

くクe

このよう に、消質至ﾡから林栄生差目的は、かなリ表北するひ2 
であり. このKR条程ﾡの山持に本ド、 か>る友化に対してもか 

な りﾡガ館に 通出来る 生産むのヤをしっそ!ると考えられる し、 

またそのよう に枚能求るよう に仕dん でおく = とがじ受であろ う. 

二のよう ほ見地か ら当浜の山林の埼並を見北ば、まず令級印量がか

り術任してける=と. 新求林がﾡ弱もﾡめて、 土地* 高度に生 

かされてい左( ことが長期的見地から総めら れる 令訳記置につ 

こは、五ﾡ的長抜和効の及ぶ田は限られてけるめ、 それでも、 

品頼 で 用材林の ユタ%し占めているX 令ﾡの林分を - 師 整理 してI 

象級v令ﾡ、 Wぐ級の林地をﾡ入し、 令係記置の均幸北を計ること 

仮どる可ﾡほ方法であるとﾡえられる. ま走利甲委吸に逢したT令 

級の 新炭林さだま し こ . 跡地さ 用林林に坂ﾡ していく二 とも今同大

に預ﾡ的に ヤるべき二とであろう、 この有者は自可能以上の 

点地を有し、更常してバリ. しかも農業はﾡんど自ぶ労けでやつ 

こいるから. 現会入にはめぐまれるいるので、水樂聞 内をは積極 

的に紙甲労ﾡを取り 入t < 市業の計更を レてウPく 方が合理的るあろ 

ら. 月故ならば=北位の 階ﾡ にをれ ば. 地は家族労材の 燃浅の 場 

とuうよりし、 自己資本の利用の場ごあると 受らるからてある。 

しかレながら反面、 年用労也に主と して旅存する林業生ﾡは求茨岩 

町にるそれよりも、ﾡ枚になると考えられる. またにR条ク長米 

労記分は典型的水田型の配分を年 しそ ・)るので、 夏と冬の終点 

期はかな ・)採率物ﾡ給系を下廻? て(る。 レたがって. この期明商 

に 月効まﾡ労救会がら北ば、 本族ﾡにおりそむ、かなりの労内 

置さ供給する二とが可祀となるであろう。 また現にKR家では、 こ 

0阴面］ こ 山 の笛理 とオ、、向代が次行さ北てりる. レたがっそ今後の 

林栄の米や化の立向としては、このな状ﾡ坊に目をっけ 三たさ涙 

極的 に利用すること込一法る、 走め には、 宅地よ り1) 土地の 

ﾡ天を地ﾡっ そ. まとしる 自本労材で実行するﾡ内林業区と 

し. これには運の作業を還用する とか 或は 短期的 改 収 入を ぬ 

ら ら ﾡ用樹ﾡの。 致ﾡや、 特殊銘木生産 c 床桂類な ど> 名すめる方

<クノ)



向し考えク北る. この特殊集ﾡ地ﾡ以外の林地は・ 考らﾡ用労材に 

よ る一般的モ 甲材林施業をとる といっ仕組ごあろ. 三のようにする 

二とにより. K.R条では、山林が現在ﾡ定しているごとさ、 時者的 

を役ﾡだけごなく ﾡ地などと同じく.生ﾡ上の資孫とレて. より 

日契に活用さるようにをるあぞあろう。 走ゞより見休化レて. ビo 

よう 条択伐 力式ヤ. または その北の集林兼方式が適するか につ 

ては. tj多りろ8表ﾡ上の止義検封と夫に. 有者の通好むえ分い 

かされねばならなし、まだそ北には、 この地方の社会的、 そ済的 

を緒条件をし配員 し季けたばならな( でみろっ。

平例I o.k家の手有と林業

/ さきに述べニマアの山林「有君は. 林野戸堤授がム○町歩と 

か、改は多○○町歩と大さく、 しかも水田支主とするﾡ業を堂むとは 

いえ. ﾡ林業外にいず北る、財産X入をり政はよた体給収入があ 

つた。 しかしをがら、二ゝるﾡ条三番目に余ﾡするOK系はﾡ業上林 

業だけをせみ、 その林野所有規ﾡも町? 浜クセとい ラ小 兇農な農 

家林業こ営んでいるむのである。 したがって決業は、ﾡ=替のるれ 

よ り も後者業生をと 多 角化 しこる.

まず○k条の系検ﾡ広からみる (ニっ. ○.K家の条茨ﾡ京は4一 

ノっ 系の通 さある。

4ーノ3 O.Kに 家の家族括京

区 _____ 分 ﾡ 全 ﾡ茶: その他 労力が 消

...、三 主 . 5ク 雇 • 林来 ク. 22
表 4ク ﾡ楽:ま主 o.2o ヽ

長 25 数:林茶 22 /• o
長 そ 多す:京案 2.72 2?
交 5 字生 - / ◇
祖 今 クZ 家事よ業 ◇.32 2 と

______計_______ 3.42 ダ.4

Cク2>

この表かラわかるように、次写 ( ノ今才 中生ゝ を味たぷﾡ全 

ﾡが力けるのは. o.k条の孫みで. のちにみるようにﾡ林業の生艦 

は全部 自家 労力 力 で行 って ・)る. 生針 黄 も現任 の 羅落 そ は、旅會 に 

か る。 は一人だけそあるから、 ﾡ別貴するル受もないわけで、 

条株ﾡ政の歴さ的ﾡの 上からみてそ止ﾡ的支定用 にあるといえよ 

う. しハしながら、i並々. 長野のな取りと、長文のﾡ入が在え. ま 

た ニ男の 放曾、分ぶ、 等がﾡるぶ状ﾡ成の振状事を目前に ふか

えている ﾡ期 でしある、

z) 地面表は、 水田3及みセく上日2スクセ、 中田スタセ、下 

田/スクセゝ 茶zス5 セ. 一方山休は用引町クスクセ、和炭 

林/町ススとうﾡである. 物は住宅ラス5坪、 ボﾡノ2坪、 

=の外製炭系/基むある. 大ﾡ質には. ﾡ力ﾡ報様/合、 戸油ﾡ妨 

披/合あり、ﾡ権ぶ き にキ (メス)/ 頭と ニワトリ 2科がtる. 

これ らの核業用ﾡ産は. 当地のヤ流表条のﾡと諾西ﾡして ・る。

用材 ﾡ炭材合計約5町と t) う 山林。 ﾡ積情は、4ーノ 4表の 

通りである。 用ﾡはW令級に面ﾡ町 / 改、 寄費見預 z ◇○c日で 

あって. o.k系のの中枚とをっているが: I令銀 ▼令訳の林 

分が欠けこる。 新炭林はW令ﾡ、 クえ歩がひっとも大さく、 I. 

I ・ I令役がﾡけて(る。

一/ (I) O・家の森林ﾡ造
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ラ) OK条の,年向の登済汚勤の成果は. 次ケー /5長の靴産額に 

示さ北る。ﾡ業は水ﾡ、 茶 通. 加工.ﾡ却円こ一ﾡしたての 

であ 多が、 マと多千円 く今ラ%) と左り. ホﾡは2ョマ千円 く4ァスゝ 

となる- 林求には木阪売収入くノク。日、zeaoe2円、 木栄 

麦攻入 くと依 .クと○円>. 式の堅売収入 くzeee○円ゝでﾡ証 

額のク5%が裂金収入と手っそいる。 ﾡ業部Y1は認物の登営、家 

仕向が多いから. 現金収入頼 ノ3夕千円で、 これは諾産積のラ ラ 

にあたる。ﾡﾡ物の中る現金化されるのは米(クろ千円) と茶く

<クく )

4○千円) で、 求とならんで茶は現金収入次として大ミに望を呂 

のこる。二の外部産初向］ては. キの 「追金 とわる飼六責が 

5千円入っそる. キのﾡ金さ除いた米と未は. いわば冬ﾡ的な 

呼を形成レて、)るようであろ.

ター/タ O・Kぶの部内別ﾡ走願び入ﾡﾡ

部 円 総至額 投入京 こ 達頼 労内季の

厶/ムタクシ ノ63."。 45,222 ョ25

林
※ 夕4222 2322o コョ/22 322

計_____ e クイ +2o 7っ522 +夕先夕e2 厶クタ

(注) 林米の領は. 用ﾡ、木のク上ﾡと生ﾡ・収ﾡ現ﾡク条仕を合めくﾡ、

長とのﾡ引はふくまこ!!、したか"ってﾡ収ﾡとった方がﾡ当るあるかもしな.

これに対しこ 業生産の茂采をみる と・ 用材 /72戸と! う株 

は 現在の部預ﾡ並からみて、 ・フまでし期待はごさなけ、 二ゝ当 

分は代株可能の ようごあるし、 またずの今ﾡの桜株せ ラ日は例 

生の 岐株元 ノ○おをは るかにオ ーバ -して るが まだ5〜。ヶ ﾡは 

=の程戻の代株はﾡるあるよう に考えられる. すをわラ運りﾡ来つ 

林栄収入はかな ・) 不交こになるかし知た本'か". 今安当かの向つ林系 

版入 I ホ琏在現換を ﾡﾡ末そ う そある という二 とが予想さ北る.

ﾡ業への投入は現金ﾡ払ク2千 円、その主受みしのは金ﾡべであ 

る, 那対仕向はﾡ産都『から歳業へﾡ入されるﾡﾡ、殺キの用根受 

積顔が大さく. その他の投入物と合わせて ノ/千円こ現物投入の万 

が大 さく なってIる.

一方 林業への入は. 福付米有ﾡﾡなどすべそ自なﾡ切なのる 

物致ﾡとして、 ﾡ木代っク千円 く購入すざ222本、 みのきe22 

本 自給すざeeク本、 みのさee2本ゝ及が、ﾡ炭歯マイ円 

があ ② だけぞある-

と ころで○k家は、 登茎営ゅの殆んどすべそ 左条状労けによっそ 

( あ 家茶労作登ぎ であるクぐ. 与同の 自条労ヶの記分を しくみる 

二 とにしよう。

(クダ>



*- /ク図 はﾡ駅 リ例書にﾡ! ご た回 し三 O・Kみの町ﾡ句ﾡ 

分図でを う力匚 各月三通じそ. 採準切供様に<. 平均的にみ 

て引りよ< 称ﾡし こる ニとがわかる。 水田ﾡ条だと労竹のビー 

クは田 超と収徴期の ニ っ に現れるのめ皆近だか、 o.kあでは見ら

メーノク ok家の年向労証分 .
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ノz月、 /月. Z月のﾡﾡ類に、 OK条で劣桜会があるのは、 ※ 

炎とっているからである. 甲店向Z万円を送げるの生ﾡむ、 示 

木の株取. 再種谷の作乗ば、=の時ﾡに木炭占産の合い向る利用旧し 

て行わている. 全休として、 甲Fは. 4月, 2月・ ノ2月、2

月. 2月で、忙しい月は. 今月. 6月、 7月である-

労内授入は、ﾡ業の中でも水ﾡ術円］にもっとも多( (N/6 人> 

xいて油 C タク人)、茶 c se人>. 産 く2○人・これにはﾡとして 

の株率サ切だけて、ﾡﾡ営切は計上さ北こいほけ) て、 合計るクさへ 

と本り会労けの今4%となって!る. 一方、 林茶に対しては、 e 

部 そ 3 ククヘ そのうち 勲炭、 継責税方 く / 5◇人 ゝ、 下刈! く55人> 

商代成び城払(42へゝ、 商栄株取くラ今人ゝ ﾡ格、ﾡ、除ば 

Pるノの人 s投入 してりる. ﾡ業労はぐきが半分以上とな? こ ・ 

ゐか、. 林米労ﾡは新.朱の杯取ﾡ切を除Iては、すべて 野手労例 で、 

=の点ごは野*の 分業が牧的はっきり と行われて いる。

0.k条の昭和引 / 年の登済ﾡ求構並をﾡ型的に描く とルー/8図 

のよらに多. 生産を済内部では か存り相翌に※ﾡに結合しレて生 

産が行われこ"る. 0.K系が震林ﾡの複合生をこﾡみ、 と< にネ田 

作と戸材、 梨炭を也当む林業さ主受都r1としこ. 否ﾡ・ 系を副次 

初内としてるニとは、 ラ ハがわ北 る。

れな しJ・ とく に収移期の ノ2月 F裸準線よ リもか本り低りのは調産 

北の告果によるのかし知奈 ク 月に最大のビー ク 求 乙 I) 
るのは田草取り と下刈ﾡあるからで、この月は受に茶橋み (= 

番茶刈りゝ と向伐の労がﾡ入されている。 ﾡ家が一般的にみまな

(4) .

4> 4上は最近の/ﾡの 林有 君OK の系の 王清宿ﾡごみみ。 

=のﾡ県をらがF、 累やヶﾡ何のﾡみの中から 林業生震に商係 

おる諾与をみ さだしてみた1と思う.

最初にﾡ近/ ヶ 町の業生ﾡの検言からやめよう。用材林池 

422 及の うち現ﾡ保ﾡ期にあ あひの,25戻こ、 その 他は枚、 

商の対暴林分とをつてIるが、 =のようを用林に対して この 

ﾡ習は、昨年 /ヶ年向 に* のよ う四 労内ポ入 を行っ だ

(クク )
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林業労授入ボ況ター/タ

業受 就労数 摘 受 め平分町こ

函木孫女 ce。 な o 人 っo◇oや oベ

植 す 3.o ノタ ^
・********** ***義 *ﾡﾡﾡ義考・・・霧 •・・・♦

2 o^
下 刈 除 哎 /ヨoぐ 火oへ w ノa0反 soヘ

表 打丁・番義・義・義義。***を ・ ・義義義ﾡ
2.o oへ

*••••••• ■ ****
◇ /Nク及 さへ

回 ﾡ ノクク 戸 ノクス ノノ 2 月 /oヘ

計 3o ^ クs

この女ーノ? 求は. イ ンダビューﾡ在の諾ﾡからﾡら北た月の 

資林、作茶の内きを アンケー ト調査の果ハら、 二の地方全体に行わ 

れて (J る採準的共行水キにも と ブリ て チェッ ク したもの である・ こ 

の表で採準的をやリカとちがっている点は、 まずﾡ付でうる. これ 

は本年の 神ﾡ地が立 不のよくるところでおつたのか.植付浜別の 

gl合に してはいなり 能ギが悪! よう である. こ北に対 して下刈は裸 

準よりるノ○人程凝ない。 ターノ7回の通リり 店の長し茶湖 ご 

ある7月に 下* 労切の殆ん どが投入さ 礼ているので、ﾡ局不ﾡ分に 

しか行わをハつ たのではま tかと見られる. この時期の 素業守めが 

季部 に拘 求せ ら れる ひのるある ﾡ係上. と月ま たは8 月 にず、ら し て 

行うよリ外はなだろう。この月台家だけでもっそ. 今後登営 

者が、 斉林面積を増そう とすたば. 下*がネッ クになる恐れがある.

枚打には、 月に ノ○人のﾡﾡが根下されて!る。 冬の山通1 
ﾡかねる. 求を行ったしのであろう。 ﾡ業すべさ比受置の 

人は、対8分をその年に全司ﾡ打する場合を仮定したのる、 二の

行歩合はかる り言いるのと 受られる. 何枚は官本労ﾡでや って! 

多ようである. ユ木の印付・ 他の林木をﾡつけま1ﾡと地に気 

を配つ だ 撤※ まど)よ、 自ﾡ物 によりはじめる可能とるろう- また 

労賞部分だけ立木価格が高く をリ 押の絶対ﾡが感加す る- O.k条 

は既に=のに気づいて、 矢行しているようである. また向状は 

の枚南期 に 契行され て秒ので自 の 供給面から はﾡ分媒前化

(クタ)



の 可能性左そ つころとみられろ

乙の他製炭物. 推資ﾡﾡにフ こ は調ﾡが不た分であるの を

判を下せなI)が、 この度条の、この両作ﾡはﾡ所ﾡの表狭労功の 

※ﾡ之主と してねらつてい る点で割次部門1的性ﾡそ っ 状、• 梨送

人 条 り 之投入され. しかも健か ②2依位しか生ﾡさた てな 

のご. かなり能率がよく Jあであると見られ多. 三の期向は浪 

南期でしお. 他に盗当うﾡ用投会さえられるりとすれば、別に 

券内ﾡﾡ的勤ﾡにはそ し!のそあるが さりとそ、昨花卒的改出 車 

で ズルズル と冬を返すことは. 生活の合理化か らみ乙望ま しI もの 

ごなI) 二と は勿論そあろ う.

つIて. 今6の ○.K赤の生ﾡの推殺にう 同家の林米生差の向 

ﾡにかれよう、 まず. 業ち担徴して"る甲・ 柔燃. シィタケ、 

といっ た三ﾡの 差部 Fが「得ヤﾡ源労ゆ在 どの尽からみ こ. 今 

し社統する可能性があるかどうかと () う点である。 達年の木炭生ﾡ 

に受なら2〜 今○日程度の界木すう. 現在の森林務ﾡ資起のﾡ造 

からは株給され得なI. したがって当絵今後は、ﾡ山製炭に向わざ 

あこ得チ。二の地方会休に林ﾡﾡﾡ"かなり 並行しこ ろのさ 

今後の原不入手にはかを り 困ﾡが予 恐さ K る . まだ士地利 用からI 
って . 宅がら優かフクot のﾡ木林ユスはﾡ求共家計用マﾡ や 木炭 

の供給地と しこ 各ﾡし こおいこひよりと 思われるが /今○c"o距糖 

にある雑木林ク ス c/夕生> は. この林かの属し 乙 い 芬 団地加'す 

べる 用地ル しこIるから、 = 北らが利用ﾡﾡに逢す ば用林林に転 

ﾡしたﾡがﾡ策ごあるかむ しなけ、推査生艦は土地利用のﾡ整さ

わ委I から. に再利表剛業が足せな1J預 リ 存統の引能性はあ 

②だろう。

*に用材林であるが、用林の代挙は最去 ケヶ年膚に次のようド 

行われて ()る.

くか◇>

く位B)
メ-ごの

昭 コク s コア ク 3 バ

る.. ザ.. タク ヶo 32 クo
ヒノキ so /2o /2o
ザ ッ /◇ 2 2 うN

甲林林の株が各年と。～ っ22おに及んぞいるのさ、 この期期だ 

ナ をﾡっ てみ ば、毎年の 登ﾡ的在生活のために山の代株がさて

るのるあるが、 か今町位の戸吾では、このような代米が本か 

っゞさすきわけ はをいのであ? て ・ ﾡm令訳の山 二町/る 今後炭 

株しこいつても. /○年位でリフく しそレまうであろう・ そ2後 

は現在の ▼令訳の円ﾡ収入だけごﾡることにをり、 /2年後には、 

収入が春 し< す ることが予想さ代れる、ニ北に対 し現ﾡか らどの 

よ ら に対 しこ→ ドよ ()か. そのノフの法としこ. ﾡW令級に 

浜す み2町 / 及の林かからﾡ次状ﾡ林に語 しこゅくこ とが、考え 

られる. その ため には幸前の整と しこ 各期向の製求を能季化 し こ 

庄ﾡ署 こ道 し ﾡ炭入のﾡ加を計多 と共に、目 下家ﾡ埼京冬足 し 

て(多ﾡであるので、 消貴をさリめ多などして、 甲林の株武 

さyなくすると共に、 用神林の桜株はすべて自家ﾡごやリ、 日当 

りのH得悠加ロをねらう。しかる後、我孫 可 犯林分 会帳 にわ たり、羽 

ﾡの 商をﾡりハ え し補植して ゆ< のであき- 択代作業は非常に労 

竹集を率 であるためﾡに定地よ り tで. 質炭ﾡ労切とﾡ 

林労がめと が顕者にﾡ合 しま! ﾡ送に お り そ政立のﾡ性があるの さ 

ある が C主ハ このク息に知し、 当家 はかを り 気行2 可能性 をしっそI 
るとみられる. かくすることによって 成;長 旺 孫ま 主林木 を残 しるが 

ら、向入さあげる=とが末、 今後/2年以内に予選される系 

族播求のﾡﾡにﾡしそマ、 主た ノo年徴に矛選せらる林業入の 

中 Tにむ えう ることが来るのでﾡIかと看えらる。状代作業 

の普及に当 っ て はﾡに次の諸ﾡに注意するて とが受ごある.

の 技打のﾡ行 く林の2被圧を排除すると共に上木の形ﾡを同上さ

3 )



の

の

セあ>

大ﾡの植救 (初表木の 政長と の面から )

糸、木の愛定(ﾡ求の林型と下木の呉有、さらにほA を肺

せ否啓する.>

株方法 く特に下木や隣ﾡ木へのﾡ宮 につ て配辰する こと

O.K条の山林はすべて 宅地よリ ,今2o" 人内にあるのそ向代に運 

し E林分よ リ 著ス集約左道年状伐の力式に誘挙し乙ウく ニとは可能 

のよう に考え られる.

cまり 当条ご戦業と斉林上が続合するのは下刈るあろが・ 択株作 

系をとつたときは林思のﾡﾡがしくなのご、 下率の茶 

ﾡはをく . 皆にし乙下刈労ﾡはかるりﾡされるミ 

とム子想される.

2> 柔営耕地面稿は・ 木田と及ﾡ・ 茶とセ. 哲通/及«セであ 

a. ﾡ※類産として. 納屋タ 呼、農楽貴は大貴求具が脱ﾡﾡく足踏> 

/台わるだけで. ニク外はﾡ・蛍寺の小ﾡ具である. 大ﾡ物は牛く 

役牛 ・オス・メス> がﾡわれて tる. 昨ま で山羊/ 頭が気われて 

い だか、病死 して 今はいを.。この外にニワトD 多羽が飼育されて ・) 

る.

るは引5、 宅地は/○○である。

ーコノ(r) T.M家の森林権

ノ町 r ち00お)

幸例T T.M条の至済と林楽

/ T・Y1条は調否した火アの選条の中で、山林所有熄接ば飛小 をを 

るが、 そぞし甲・ 新合計 ごス町?ス与セ左ﾡしそいるので、わ 

礼われのﾡﾡ区分からはIﾡ層に入 そ.

T.M 系の 家構炭は文のリ である.

区 分 年 全 ﾡ業- そのク他 労カコ 消資ガ

るセ主 夕" 度柔:発 2.3 /2o

冬 ル ク o.?e
[f... 32 会要: 技業 / ©2

変 2ク 本李:ﾡ案 2. 22 22o

長 女 と 中学生 o.2e

計 ろ2 4クの

弥

利W

林
岡
猫

新
炭
ホ
番
夜

7
/
/
/
/
/

ク

纟
タ

ルク

320

ニク

/e2

ﾡ業 ・.林木業の担1手は、至営主と長野と長男?表のラへである・ 

長野の支は家事をやっ こ り)るのでﾡ業は同水的になっ ている。

(A.2) (83



T・Y 条の 系林ﾡ造一 /()

工 工 ワ 7 計

m社る 42 3.o 夕 5o ・ N0 se
用材林 書殺日 s /P O

• 澤 霧
+5

何格•円 ィo2O z4202 タ华8 クH,52 35752?

新求株 面税ス o 8.2
看病』' 5o 2

/5oo0 2ス222 8zcco

地は用材林2町5セ・ 新炭林?ス・ 計2町?及今セであリ、 そ 

の 令訳別 面ﾡ . ﾡは4一 っ/工)図及なィ -ユ/D)表 に示レた通り であ 

る. 用材林はﾡ令ﾡと区令殺にダ歩づ、あるが 啓ﾡではW令級 

か全ﾡ若の フク% しちめ 乙 レ) る.

新炎林はその 大初分T 令設に集中し乙いろ. T.M1 条が用 新村央 

に利用林分なる つそ tJることは、 張みる ある。 T.H1家有の林地は 

大さく 団地に分北. その中 ごも松ﾡ川 の支ﾡごあるﾡ川の上流に 

ある大谷 (田地名 >はノ 団地ユ町歩 そ承も大さい。 しかし系から/ 

Kw位Lの 位置にある.

ヲ) T.M家の部内別にみた総逢額、 入額

-2乙 T・M家の紀差頼及が投入坊ﾡ

円別 投 入 四 ) 他 ﾡ頼 投入労物電。

/22 z&/22 ア. 22o ユタ

ク.222 47oc2 クク ク22 と2

計 を" 222 ち/22 ノタク. 722 sケ4
」

円 と 生未奈 ノ82メの販売収入,8222 円である. 林業も『Tはﾡ炭が 

主な乙のであろが、 この絵産頼のﾡ成さみると. 受食収入s4eeo円、 

家計出向 ノュp2○円. 登営ﾡ ス5e2円、 それに林太成長の価値増 

頼の兄ポノze。 円である。現金収入は会部木炭駅ﾡ収入ごある.

-方 収入ク岡るは、農業につい ては、 現金支払引う820円・ ニ 

の 中 にはﾡ税公課を林業部『と半 し た分公だけ汁上 しそいる. 現物 

は44322 円と見積ら北る-

林※はささにふれたようにﾡﾡが主であるから、 製炭に受する請 

料、とく に尿木の tﾡが大さく現金支 クeee 円の 7よ%ンら 

め乙 t)ろ.

木炭の 深通は次の通リ である。

凍 木 代 ノ2 円

係及が ae 22
減 き 料

ﾡ 却 氏 /o *

計 ノs夕 円

こLに対 し こ販売格は最意と最ﾡが与2へ382 Fご平82 
円ごあるから / 際当 り) 労報町計は ノショ円と計等される。

4) T・1条の回労竹部分はムー23回の通りである。 ノ月、2月、 

s 月 に製炭労内/o〜ユタ 日がちるけれどひ森動日*はヶるく なって 

(る. =北らの月を疎した ヶ月は農林業と合わせと標ﾡ労物肉 

給合を上ﾡっ たかあり 部り系妨率 を示しこりる. こク園 ご水田作 業 

とラ中には、 畑作業分も合まれこける。 ピークは樋付跡期の5月 

と. 収ﾡ期の ノ○月 に現われて ・Jるが、/。 月はﾡ炭労物 があ る た 

めに高く 本っ乙りる。

絶産頼、 殺入労量は一2表の通リである。ﾡ業総産頼は、 

金ス入多2○2F. 家計出向、 ノョと,う2○円、 登営仕向引4.822 円と 

・ろﾡ成で、このクラち現金収入は. ﾡ米ろﾡと物女/係分4222
(82) (8)



円勿現金収入の うち8.4万円 (7ノ%) をﾡ炎か ら承て)る、

8.イ5円

扶冷黑

T・M1 条の年向労記分ゲーニ3
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ﾡ業労材に向けた労せは、 ラ火人く全授入労の今ョ%)、林 

業に は z今2人 く47%、 二の うち下メ 22人三殊いた ユク0人が製 

に殺入されて る。林業労物 はﾡ営主と長男 で行われて (る.

5> T.M 家のそ済ﾡ環ﾡ造は ク -ユ4 図の ように描く こ とが索 る. 

すなわち生差 登済は、 水稽 作初円と ﾡ炭部内を風と冬の主平都向と 

し茶. 用材. 愛系本どを副次部"、ﾡﾡを徒馬部内とする複合そ当 

を形京し そ り る.

林業は. 三礼をﾡホとﾡ以の=っにかけられ、斉杯は向当「がにル 

受にﾡ じる ﾡ杯され、いわ ぼ予 術的目的 を T.M1 家の そ済の 中る与え 

られ乙!る. =に対レ乙 ﾡ炭には現命収入源 と しこ取引 的目旳 さ 

与え てると 考え られる. 昭和 / に はﾡ林業を合わせて / ノ8万

<8ど)

4う ﾡ後にTH1家の林生涯のFﾡ塚を受ぶしておこラ T1系の 

よらに林ず有規模が爆細化す北ば、用ﾡ林業は、それ自体本立の

得ﾡ成部ハと ・うよりも、ﾡ時的予ﾡ的な資差と し乙の超味るも 

っている. このm再若は地に得減会がめぐまれてい歩いのる、 上 

むを将ず、 ※求こ救から冬にかけ乙の王要生産部内と して載し て 

tるのごある。本ﾡ盗は、用材林地ﾡの用材共ﾡの内向選を主るね 

らIと レて りたのざ、 T.M家のよ うなﾡ以を主とする属家の分に 

は非常に 不ﾡ分と あった・

そこでﾡ切な音及『ﾡさり上げる一歩手ﾡの「考へ方」 こそ清 

分ﾡ「の自釈にそら し こ述べておこ ラ。も う ー ベ同泉2巣炭の検を 

愛的すると、 宅。単ﾡける炭来さ/準もって. ・っぱ質山黙炭る 

し<る. 昭和っ/年及の生定ﾡは.さ。。依、 労内入るは台太

(s ク



守げそ炎2の人日. 赤タに/人ﾡリ生ﾡビは/ラ /常当リが所 

子/9の円として/目当り ノ○円程度にしか存らなり計昇になる 三 

れは労ﾡ卒がよくな(二と2示しこける。 すなわち. 累木が油沢 

に供給さ ゝ ば、同 愛の就労目数に てより多< の本炭を 生産払求る 

よ うな梨炭方法が、 普及向題と して取り上げシれるべミだろ が 

- 方 当地方の 全役的を情等では. 累木咲給は年々y して りるの、 

二れ以上の受的衣増ﾡが回難らば、呂吉の向上をはかる術き、製 

炭方法が苦及向ﾡとしてアリ上げられるようにをるであろう。・ 

Hに し こ+殺央宇ﾡは裂炭者ク画人表能による と = ろが多 ・J作察で 

あり. 原木やカマの 料な どに 幅 常 に地ﾡ性 めあ るので -度に○ 

○型といわれるしの乏巻及 し 義ﾡさ せる=と は森理が生 じャすい. 

除々に. しかし生ﾡきのこ済的受求をよく見定めて. それに合致し 

左抜ﾡ指導さするに受があきだろ う-

次に用林業につてのべよう。用林門Z町で. W◆吸にをっ 

ている与スのスギ林を最高に. 匹令訳くス). F令ﾡく今ス)、 I 
令額く/今ス>、 I令阪く引え)、 工令級くクえ)と、 このようを小規撲 

r有には珍らしい位. 各令祝にわたる森林こしっこいる- とくに、

tつにでし 代株ﾡを林分を 5 ス (V令ﾡ502日、立木願ﾡﾡ グ5万円 ) 

さむって 1Jることは、 子ﾡ野産と しこク 桜能を い フ ごそ 発押させる 

三 とが当来. T.Y家に大iに役立っニとごあろう。 昨ﾡﾡの育率 

栄は下刈に家族がzク人 日く対象林かク反 ゝ だだけであつた. そ 

の他の仕車と して は枝打対象林分と今反、労竹日数に しそ8〜ヲ人 

と若干の向じかあるが". 何れも気行されて(を!). 商はと下かく 

として. 枚打は全期2製以労物と経合す るほどの率業電 ぐはをけか 

ら、 実行の可能性をもつて!ると見られる。

還去 今年向さ通じ乙 昭和28年に ヲ2○戸. 長* と長野のﾡ循ﾡ用に 

山林を校株しただけ で. あとは全く 森林資産に手をっ けてな). 

家狭搆 成 の 軾換 期は現在家 にる 次☆ c&オ) o ﾡ谷でだる = と に 

本るが、 T.M 家の山林はﾡ 令役の林分のみる ﾡ分そのﾡ時支払に応 

じうるであろう。 その後は、 特別の=とが本いかざリ、ﾡの年以 

上このよう ま路時支に合う こ とが予想さ れ森のみで、ﾡ在の丁 

◆9. W令仮はﾡ未、 生君や素業生をの向上発兵のために役立? 

く林利用されることが来るが、現在のI. I、 I令板の林かは 

次の 条株ﾡ央のﾡ検期の三めにﾡﾡされるければをらるい. また・ 

似期に 来て ( ら新炭林▼ 令級る跡地には針糸掛林が並成されきこと 

がセ ま しいであろう-

第チ車 ﾡ家林業状術改善のﾡ問題

/ﾡ ※ぶ林業会神の視点

われ わ 北は ﾡ初 に 村 基 済 ﾡ造 =把え、 にﾡ別 ・済 =農家と林 

※の 内1運を4 ジ ﾡ条分ﾡによっ こ用らかに し た- 芽2 年ご は林奈 

表ﾡのﾡさアンケー トﾡ番果にﾡづいこ 用したの そちるが、 

二れ ら=っの 分の吉果だ と りまとク るのが木の課盤で ある- そ 

のニとはとり もなおさずﾡ項林ﾡに在する 林業ﾡ術改巻のﾡ司ﾡ 

を完明することである.

ご切 結論 にい だる前に. もう一ﾡ調査の発点にもど? <林業 

貴ﾡ 及部業の 目的 か、氐 ん て'ある の力\、 告及 率 案の 芸済 的 研先は何 を 

逐図する のか ﾡ ﾡ に述べ ておさたI.
林栄式資当反 市業は森林生差力つ発展を恒ﾡ 登ﾡの 向上をはかリ 

つ、期する=とにある. 二の場合普及客休の 受< はﾡ家そ済スは条 

楽玉済そ. そ。 生産目的は生業に導かれた暴計ﾡ足ﾡ済時目的そあ 

e. =れ らの家業は家のﾡ足さはか る 手役と し こ得のﾡ大 を 

ﾡ山 して ・るわけそあるから、こク得増大 とう 目的にそう ため 

には. 林楽生達こどのよう に政巻するかご当面の向ﾡと なるのであ 

ゐ. しかし、ﾡ々のぷ業の生ﾡさﾡ当する登活ごはろいろの生ﾡ 

新 内 が有 救的 に ﾡ成さ れてるので、林業の 改善ーま 2 部内との肉 

連住 たネグレク トして行う わ けにはIJかなI. だからホ業 生差の 担 

( 子であ るﾡ者2 委済と林業さ会休ﾡにえ、 週測済全休の中 

ミ林業 さどラするかとい う ﾡ度か ら 永ﾡするめ受性があ ふ. わt わ

<88) (82)



れはこのような観点から. 村そﾡと林楽. 安は又活別王済と林業と 

いクだ阕連を 明らかに しよ ラと 意図しだわけ で をる. しかし. =の 

上うな 意因た分票 されたハどうかは残念そがら 疑わしい. それは 

みとえに第者のホみにある= とこ予めお断り しこおく- お、 米 

共ﾡﾡ反のﾡ白題. とくに委営 的研のに受性が王営分竹ので資 

は昨ﾡ友胡ﾡした 今須村の報告 c注/> に<わレいのご参懸して 

・た"さた(.

c法/) ホﾡ式女皆&ﾡ染のそ済ﾡ研 休丹方 昭ヨ/ 

今須・ 山の伐と哲及上の方冠点 依ﾡ申=

ホ野子時報 クs4. e月. /月号 

芽ユ部 村ﾡ音の発展と林ﾡ

ﾡ河村ク登済の中る林茶がどクよ うを位ﾡにあるかは. 芽 / 草. 

村ﾡの概えそのべたがシらラーﾡ士地利用. 資本. ﾡの=両から 

受ﾡす a と
(/) 林ﾡ面ﾡは土地面積クタクと%さらめ、 林野が土地利用の主 

受秒銀とを っこる-

) 林業式本は村内総ﾡ本の 3g.7 %をちめ. しかも産業資ネの 

中ではﾡ栄の /ス/ス上りひはるかに大さく 系大在しのとるって 

・ る.

c) 所面ごは.林業C投払. 綴ナキ. 梨※秀林ﾡﾡ含めたむの) 

はﾡ得の42ラ% を占め. しかも、 村外かシア現企獲得頼は 

g/ク% とまって、 MT得面でひ最も大き浜位置を日めて!る. 

このクように、村そ済の中で林業は. 生産の中枚とな?てりる。 した 

がっ そ今6の村登済の発及冬考える場合、林業の生ﾡ性の向上とI) 
う方羅は大さく クロー ズァ ッ ブさてく る.

村受済の発承を茶す有がをﾡ採と し て. の人ロ現象と ○mﾡが挙 

げられる。のにつ1る投べれば村全済な がど れだけの人口状校カさ 

むっそあかを兄ることはﾡ号である. 二れに は生活水の 内ﾡが 

資係す s ナれ ども、 村人 日 ○普加は一祭的 に村愛ﾡ2 発長と ・) 更 

づけがあっる初めと見られるむのごある。 さて、 ニうした観尽から

(9o)

河 村の人ロﾡこみると・ 大正?よリ 和 Z年までは催か ブヴ 

、 加 レ. 昭和 ユ5与に 灌流ダム 建載 ま どの糸件も加わ っそ大正ラ 

耳人口力 7 4% ﾡ加し だが. 昭和子ク クダずムﾡ成白はﾡy2一 

途さたどり、 昭和dさ2年もこの換向はみら北る- 二のニとは現在の 

村委済では z。2 人という 人口ﾡﾡ力が限であ つて、 村内諾章業 

の経用力の ﾡ界 も示しているようそおる. とくにﾡ河村のﾡ甲 白最 

で注目 し示ければをらな"点は、現在分務4クユ/る 主さめて1 
ら主木市※ (懈衆他後 日車衆、 山幸業考)につ1てである。 こo 
ャ 栄はこ、当か はあきと し こもなこした ﾡ甲ボ会 と状供 す参vのご 

は浜Iから、こう し たき来"一段 荔 したあとつ労ﾡ者のﾡ用の同盟 

が残 りそうごある.

わ が"国 ¥済ク ※量を 向ﾡと杏 フこIる ﾡ用ﾡ校大 とIう 採題は ・ 

山村であ る=の発河村にと っそもまた当面の向騒でみる二とにﾡり 

はる。

次に得の点からみよう. ごの場合、今まで調査したマヶ村の 

衆 名 比校 してﾡ「相上の同ﾡ与を考える二とにする- 5- /浜は村 

至ﾡと林栄にする得の指様をかゝ げ= ものである.

5-ノ 「得にﾡする歯ﾡ様

循指棵
一製きだ 福 節求 

西村 今村
※資泉 
ﾡ村

概 況
林野ﾡ cそ) ヲ マ ss

用社平 () ノメ ◇マ ち /

本卜崇 、 々 / 夕N

...封号.支 画 リ 可再 で円 72そ マ < :

村 頁バ人 当 り 得 (+円) ユミ 45
s ク/ ノカ

_+PmS当""(戦園と。 4 -ラ フ

N代*/B当"A(で。 27 /2 27

<ラ/>



これら三ケ 村の 顔査は年ﾡを異にし、 かフ胡基宮 #のﾡ的も村に 

よっこ異っこいるの ご早ﾡにに装素浜が、村委済考条のめやす 

にはでさよう.

さ そ. ﾡ河村は林※術に おいて は、総ﾡの ユ% ご他のユ ヶ村 

と同株季ウェイ トをちめ、村氏得ﾡる は影大ﾡとをってIる. し 

6 レ土地軍位ﾡﾡ当所呼額るは今ﾡ村の約. 好平位面稿当所問 

ごも約. 認に孫木/お当町頼では田山村と目じ、. ○7千円 

F す ご 士地ほが林ゞ甲位面ﾡ当 ・り「帝類が面 山村より大St 
のは. 西山 村が用材林辛 で 河村 今/ %よ リ はるかに小さ 

tJのそあるからむしろ当るごあろう。 しハし 浜が ら 株 ホ/ 石当I 
ﾡ頼が等 しいというと二ろに 向選あ る と 歩えられる. 元求林木 

/万当り所将額は. 林業生ﾡﾡ並が希に系社生ﾡだけでるく、伐出 

をり裂す・ 木工崇等立休化されこいれば、附加価ﾡﾡは大さくなり 

したがっそその得頼は大さl)。 二の忌でも業、 ﾡ ホェ、 

ﾡ生産業をど林ﾡ業が発並した今須が大き の は当然 ごあろ 

う- 刃 村が用材林業 ご西山村よ りはるか に違ん ごいるのに 野早 

位面ﾡ場りが相対的に低く . 株木ノ己当り竹得頼るﾡしのは. 

村そﾡの 分析で取らう\1 こ したよ う に村外有ﾡの 山林が多 ヽ、しか 

し用材株ﾡの担当部分さちめるそ北ら村外所有乱の林ネは.外

有者官身の出によ り全 然村 戻 所 得形 衣に役って い左1からで 

ろると考えられる ﾡ氏負身が有し. 木し. 加ロエする今須村の 

林業と異る尽るこゝ に見払すのごある.

そ こ ごォ内林業か らの人 口株接力の増加策に フtてみると. 基本 

的には林業生産がﾡの立体化が考え られる. 現在梨材工場は2ケ 

あるが. き み 跋動状況 ば膜繁期は 休み. 毎向累不消費賢ス。20程 

族であるから ・村内る生雇される林木の大会は原木のま ゝ村外に 

みされそいるわけごある。 レたがって. この移此林三合めた村内 

生差才を村内裂材工場ぞ 加ロエすることは、 そ だけ附加岡 頼を 

加す るのだか ら経ま しいが、内選は現在の 当地権材2 市ルや 流通※ 

看の箱造からみ 乙. 有利に発展 ごさるョ ﾡ性があ るいどうかﾡく検 

討 しなければな らるり向盟ぞわる・ し三がって まず林楽生持き 

立休化ﾡ向口見途三 つ け. それにﾡし た表術の首及と生ﾡ諾所ﾡ 

の2ﾡ整とがに受な施ﾡになる2 ごある・

ニのょラ に林業生ﾡﾡ査並ク 化は非常に 困 離表向ﾡこふく み、 

新軍にできまく こる、 立木取チ 全前ﾡと し左現在の生ﾡﾡ並にお! 

z は. まず林業生産力 ○発氏とR引 条件の相利北が当面考えら北な 

ければ、なもない. 二うした向路は.林業の国々の生ﾡﾡ符と岡達し 

て< るのご. 改めて球節で述べたい-

ﾡろﾡ これま での林米店ﾡの経通

二、て はﾡ河村に あ る林業渋術政巻同ﾡを整する 露味ご、こ北 

ま ご林業日ﾡを担当 し こ さたﾡ林出合. まだﾡ幸者尽率業に当フて 

5 た皆及兵の勤べﾡこみこみよう。 われわれが短時日 に しかもﾡ 

ﾡ的にﾡ査す るよりも、現実は殻正にかっ示標々に 内騒をポ示 し こ 

ると考えるからるちる。

系林ﾡ合はﾡ河却藩内界道に面したにあっる、 現在. 常研理幸 

とﾡ賢 z 名が率好をと っ こいる.

かって 昭和 27毎までは森林ﾡ合で互営伐様さ行し ・ その取扱月 

数は 522万にもほしだ. また 多eo○〜$2○月程ﾡの来のﾡ入、 

敗た 玄. やっ て いだし、をお昭和28年まではﾡ材工場ををきし, 麻 

ホ,s0后位を消にし、 角材の製林を行っ乙りた. = ◇卜木炭の 阪 

たな行う と II うよう に村ﾡ済の 中 ご大さを位置セ与め こいた- しか 

し 二> した森林ﾡ合の適ﾡし、 愛知、三直衆方画の有力ま業ﾡの

と共に・ その登営はﾡとな22、 資金難し大さく作用して結

Fﾡ和z8ﾡには全面的にやめて しまったのである.

現在は、 吉木のあっせん、森林組合声に対するﾡﾡ企、林道の受 

益者に対する要ﾡ質のﾡ訳金などによ? < ・ ﾡﾡを まかるつそ い) 

る. ニラ したﾡﾡであるから林業枝ﾡ言はおいこいる.

森林組合で現在と り< んでいあ大 さな内瑠 は誌子算 a222 万円と 

い う災地林発のための林ﾡﾡ設でろる. す でに員 3.ら7 式長

<ク) (ラ3



と,322m. 木橋数2 ヶとりう大河京ﾡは. ﾡ和 & から←が 

かりで同通し. 愛に新し ・)林ﾡ投さ計郵 してい るが・ 地え両ﾡ。 

到とら ことが.このク実行を因難に してりる.

一方替及買の活動物况をみると. Nﾡ及頭は山内村と発ﾡ村の三 

ヶ 村さ程当 し. 改正ﾡ赤林計ﾡ指ﾡ 戸とﾡねて tろのご ﾡ務的は布 

は受くをってし るが、 対氏と祀し< ﾡ近し こ 客及活勤にﾡ事 してI 
る.

これまで取上すた向親は. まず製炎投ﾡの改戻であった. この 

そ今まご用レ てい た 系は . 在素 条ま たは大正寒で あったが、二のぷ 

にの排水ﾡ置. ②総ﾡ孔を設ける改友恋の皆及に力尽をおた- 受 

在ﾡ数約 g2の中で z5の改良森が設け らtた. しかレ・ 排水朱ﾡ 

さ設けるの にスるへク 手向をﾡ愛と し. また任求 燕 に比して 首 次 

がおるくな多のる、 生産者のﾡ率を上げると!ら受求と、ﾡらずレ 

レー致しを(ので、 全面ﾡをﾡ及はみら北てりるけ。

ﾡ2の向選は有苗であっ た. 村内ﾡ受の大部かが外師よ り購入さ 

れていたので、爆贡通つ自 黔至 図 るべく • ﾡ苗にﾡ塚をかいた。そ 

の=め、県営囲より苗をﾡ入しそ. ﾡ団に斉苗を依頼しこ山 

行ﾡノ2 万本名生差す る一方、 列ﾡ家育苫す ②よう に指導した. 

その結果. 痼别 分析 でも 明 シかのように 一部 自給と り ラ ﾡ本し でこ 

系たが. 対地面ﾡク狭小. とくにﾡがをいことは致命的で、 

自給を阻ん そりる大さを京因となつ こ りる。

また椎査生差左ﾡ進するため. 共同阻告を設け、 参加人員ノタ2名、 

資金 ノ5万 で発し た.

=クよう に多方面に涙って 活動 してり るが. 普及質の 活勤さﾡ化 

して致しい (5町歩有の森林料者) とレうﾡがあることは・ 現

(タ)
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在の段ﾡでまだまだ多く の向選があることを意味すると 門時に 頂 

協的指導= 型んごいるとみら れる.林ﾡ方四告ほか ら 発行さ北 こ 

る っ ビ x 「ホ※新知様」は 若月/タ 部この村ごﾡま北こい 

るw、 このをは林業にﾡ極的肉心をこ っこJろと考えられる.

弟"師 林系表事改ﾡの今の向ﾡ塚

------徳びにべえる-------

) 個引の林業ﾡ術について速べるﾡに. ﾡ河村林木業全林にﾡす 

る結商覇こ本年家二ﾡ、ﾡ引師がら最的すよば、まず早/に興地林 

ﾡﾡのための林道:過の歳ﾡが挙げられる.

築地林並は回ﾡ即5制、 衆氏ﾡ地/ﾡごろるから、地えの受圭 

哲ﾡ垣は4ﾡとまるわけ でお sが. 林道工申 が大規ﾡと去る場合、 

地え ほ加金セ ﾡ去起が貢担ささるかどっ かが向窓と左る. しかしﾡ 

名業の 発属には. 死在計ﾡ中の新ﾡ業はﾡ非とむ 整ﾡ 二北 るは受 

»ぁ a. と= ろか=たSす のこ<。 に白選がないわけ き はるり. 

とtらの は現在の山 林有ﾡ並からみて、林資の ﾡ発によりネ林生 

塗ガ wﾡ展レたと してm、どれだけ対内艦用門をりﾡ得とﾡ合するか 

に疑白があるからるある。 そ れ故にか な りの村内資本をﾡ下す る林 

協率 ※はﾡ1 にす ゝめら北ま ければる シ左い・

三の林市発と並し ご、山えよ り 林道まその燃虫設怖とく に不線 

整術がル受とをる. アンケー ト胡査でも祭紙設伸左 して欲しいと 

ら»はﾡくでていたが、 三北をどうけう形ご有し、 造理するか 

ゞﾡ放されをけ北ばま らをい. 現在伐業君所有 しこい るが、こ 

れを 森林有者が個列に相する 二とは、桜*の効年から U っ てむ 

晴ら いに不そ済であっ こ 、 妥当な の は株林阻合 を 管理主さ と した共 

所有と考えられる。

新段村ﾡ設の計ﾡの 中で. 弊- 次計ﾡの中に木炭山え倉庫をﾡ 

ョ、 大河Rの西都落に設登ﾡ予ﾡしている、この天受は 受左ﾡ 

河村つ林ﾡ場の 中る産5万依という木炭は大さをに望をちめてI)
だサ に発ﾡ林※のﾡ求すべき 向題の- フそある. 木炭 画 格の 若し 
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tすを登け. を定屈格をを将するためには. 木炭町ﾡ年の訳立は 

な 受である.

木炭につりては. 二う した格対策と同時に本炭呂区?政巻にお 

tてし, 告及氏の好力によってすでにﾡはﾡ か たのクそろるから・ 

ﾡ長ﾡの告及によフて 一ﾡの改答が望ま しt=とはtうまごそる!- 

E この場合に注す べさことは. ﾡR照の ﾡ動の と二ろさのベた 

ように、排水表登 *姫して誤けこ改氏否をフく eと山う答及乏納 

or. 生産者の 能を上 げると ・ ラ 受求と 一数しな( ため にﾡ して 

いるとい うよう に. 術が例ﾡ家に入る と二は. そのﾡなのそﾡ 

の諾茶によって大さく 制約され みとtうことである。 レたがっる 

告ﾡの4階では ・ 個別ﾡ家ので営め断がは受と なってくるのである- 

能河村のﾡ及上のﾡ向選の 一っとレそ ﾡ白 につけくわるおく こ 

とは、診ほ向題クﾡ成性といっ三ひクにフそるある. ささに・ﾡ 

村の 巨視的分ﾡにかい て、 r得分配求況を ロ- レニツ曲ﾡ(2-& 
函) で示レたが・ こ北は福新ﾡ面山村. ま年ﾡ今吸村のそれよりも 

塔曲して. かなりの不平寺さ示し. 階爲か化かすしぞいろことを 

ﾡ味レてtる。 この 店居は村においそ は 林所有規祝につ て 大 

林把えることかごさる. ところご普及活更が、樹砲杯米.による用材 

林米の発展を怒区しこ. 苗木の生を. 枚打町代ﾡ○諾々のﾡ林表帝 

をﾡ及しようとしそそし Mr有規模の 受細をﾡ騒 では=北左受け入た 

弓土地もなく、 ﾡ劇心たらざるをﾡない・ ニの感ではむじろ現金 

入をしたらすﾡX技術に最大ク好心左むっている. したがつそ、皆 

Rしよ う とする投符がど2 時層に適な性をる フを汚厳してゆ< こ 

とがル受とるっこ< ろ-

2)林業根術一般について、その表ﾡ水準がどうであるか、・Jわば 

林、業表ﾡの 実相とむ いシべさものを、ﾡう辛でアンケー ト胡査ﾡﾡ 

から明ら か に レ たが、 現在 用(られてい る表行の 中 で政き善及すべ 

さ = ・ 三塚を指ﾡ しそ お三う- 用林林茶の胡都にボイ ン トをおいた 

ので. アンケー トﾡ査か ら 製炭表術にフ ) ては得ろ乙のはをかフた。

(ラク) 

したかって製炭につては本命の/) でふれた程ﾡにし一、こぐ 

はﾡ林上ク 日imについて だけ述べる二 とにする-

ti) 苫木ﾡ給は大師かを村"卜からのク供略合に依存し、 木の包本ﾡ 

成か か しか行われこ在いクは、ﾡ地 とくに 地の 狭小 である二 

とから当役である. したがつて詰木の大さな向球はどう しこﾡな 

亜太をﾡ入するかとtう二とにか、っている. 終s 執理 作にﾡ入 した 

ﾡには不ﾡがあって、i起林歌/例しわつたが、 緑近は科入ﾡも 

日林ﾡ合を へこく多ためﾡ資をむのとなっこtる- しかし 改巻すべ 

裏 七來だ幾っか 成って Jる. ﾡ林目はのケなく 場 しこるこ 

, あ畜木化肥ご共されきため規し て 極々 しい、②号ボさ不 

困 で 百j4裕か ら系程 I = o でな,か若の判 さそっこいるが、と 

。ﾡ木の※て明らか にしこ、侵資認程の並林と1) う方向にも? 

こ0、に螺かある. 村内/ 復艮田 时认ら琛住 し W 複手ノ好证镂成安 

ゼ行初が方■まを汨ず.

(i) 被打はヒノ キはなろ、行われこいるが、スギ'はま た、一版的に 

きれこな. 枚 打さオした材木 は•型打されよい材に比べて、/舞

歳材価が高く なって ・2幸矢からしこも ・ 板打 の を 反 は里 まし 

かっ z - 殿材※者が、発ﾡの生年ﾡから撃ﾡの=向村を と ろう 

どしこ. 迷にとれをかつたというが 向生逢されさ社 e-ﾡ的に 

ﾡ材し電めらゝば、市るごﾡ山は当択言くまる- 三のためにはﾡ 

打 い発河 会地ボ に告及さ北をければ表らる(.

=の枝打が絶忍村にお ・ては ノ/月か5 月主でに行われこり 

るw ア>ケート領査ﾡ果ではと<に/乙月に気かフた. 二番 

にはﾡ虫きいツをく . 労物率情か-)という白がのべられて(た. 

しかし し. 表の貯期は林木の試長林止期、とくに成長用や期にi 

,脱さか ら早番が沢盗期とされて1る. 二北は世来妨林と期町に 

はﾡリとられ多共が幹から離北るﾡに樹点の制影がをく ・ しかも

に 長がはじまと 同貯にﾡ面の怒合か"はじ ま り ・ 秋ま ミ に後込 

もんご. 求きに対する北力が巻大するからごある- 脱もかラ罕 

きにかけて2本打は. と<に=の 桜込が武でチごある. し たがっそ幸
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がの すかごリ、この 時期に矢ﾡするよフも? そりくへこと方えうれる. 

Eゝ. ﾡ河村ク包総的諾条牛からみて. /ユ月にしょうが2月にしよ 

うが林木ﾡに彩郡がを・Jとすれば別向ﾡである. 二う したﾡﾡの 

を都 につtて 実地に検すす ることが"セ受となるのである.

多) 系後に家多報そヤつた回ﾡ有君の事例的企毛済分ﾡから、当 

欧向ﾡをみさだし て考奈し こみよう- 約季でやった火ナの有為は 

それﾡとしては、夫々独立した特ﾡ事例にすざ浜から。 こゝか 

ら一的を格ス向超よ引 さ払す剤に、 夫々 都刷をあらが衣支通L て 

見た場合F. それら役衣をっm角ﾡクそ済併の未性" ラるこ 

のクとレこ釜ﾡしておくﾡ髪がある。 こニマフク率例さ. ・ろ 

不 持長 を京 チ 注笈 I こも とづて、をらべそみると </2ス) 羽 の 歩の 

リ 乙 あ み

この ﾡは有林野の 大ミものかラ ッ番 に上から下に存らべた乙 

のごある。 会としこ家ﾡのﾡや貞ﾡ生ﾡつ内容には. 大差はみ 

とyられるり。 すべる自合を主たる 旨的にした米作ﾡ業をや ってお 

り. 向品化字は低く. 家ﾡの導入ひ浜. 下のユナは茶を生逢し 

てりるめ, そのﾡはさわめて小さ'。 系大の相者であるM.R本 

の段業そ営が全と して組衣のよっご、 大所石者にみられる他ﾡ求 

ﾡ業2 ようである. し たって 殺言し例ﾡ しそいないし 商品北や 

はOである. 装系林業以外の仕ﾡとしては、 最大ﾡ者であるM-R 

氏は町会識言に. K・R氏は部ﾡ局にAてりるが、他は全く g 

で生計を送む人盗でﾡ労にもそい なり. そク林米生産の 内窓さ 

渋す みと、 所有京、林が大さほど新求林の 卒が大 とをっこるこ 

と. 逆に不炭生走は. 下のﾡ層ほど多くヤっそり多こと、 林労円 

の東的ﾡは0.K家な除て、 大して相遣かをいこと、 (これはﾡ代 

作業林と しては はずしも低ほり方 ごはな!。)『和ラ/ 千戻の代株旨 

は 余り にそ 阉則事情が•入り すざるクで・ -般的をこ とはりえる/

・Rと○水は量ど炭態で、 KRとT・M1とが第伏炉ﾡこあること、 

ほどである. このエラ に林業生達の 因春は若しく異って い ©oが炭 

みとれる であ ろ う ・

次に山林ﾡ再きの 生経そﾡの形ﾡS昨点の報き督の d型 (前 

ﾡさPs〜</ ) により類型北す北ば・ 系大相君であきMRふ 

。 これは業玉主髪部内とする準軍-型・ 部便騎長S しこりる k・R 

家ごは. 水ﾡ作が主受部口さしウ、用村林示がキ主零部内1こをす率 

ﾡ合型 た○.卜本では水ﾡ作が主受部円を浜し、用社林と製炭が 

共に別的部内ぷ形炭する軍-型. ﾡ検に T.H家ではネﾡ作とﾡ 

ﾡとがそれごたれ主受部門さるし ・ 用林林業が副次却向1なすﾡ合型 

とみる=と がでさ る. MRまるは林業都口1が圧倒的に大さく 甲材 

休業の尋業と して. ますま す也の 生星部内かラ離て 分米の有利性

発ﾡさ れるようにをるごあろう. 家計から独 した企米的ま 用* 

林業へク発震の 可ﾡ性しみられよ う・ そ北に対して KR系のそれは 

現在、 ﾡ中昭和s/ 年の意ﾡでは旧材林はどちらかといえば副次師 

内的を役判 しか塚し こなの であるが、 2の ﾡの受ﾡから しこ準 

主受部内ま だは 主•寿即 円ノ 至? 有力 aそってte. 分故つ 取根い 方5 

何によっては 水田と用林ﾡとさ共に主受部口とし・ 天々2 

※ク有利性名ﾡﾡし っ 、 さ北る摂合型にみちびく こ とが引ださ 

あろう。 日求に o.kあにおt こも現の生産対帳店では用材林は 

刷次的ﾡ程長しか発拝してをッ. これさ今紋集府化しこ、 木田 

作と らぶ主受部とま ごは!かる、こる・ それにずる主受ﾡの 

あ多部バまご発長させること か" 受であろう。 最ﾡに T-1 条の 手済 

は、 木格作とﾡ求が夫々の主受円さ形成し、 としこ労の利用 

共円が計られこ ・ る. 用材業は時奉 8百的と しだ予備的目 的でラ 

ろ. したがっこ、三ゝでは水ﾡ部内が製求ﾡ内め駅菩な守内の続合 

を正 さ •次 い 迎展 におい て、甲材林の 崇約化こるじ受があ ろ う-

=の よラ ご.ジの 山林有志の そ済さ 別 登済の ボ造- 素 は
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本、宮と表現し た 方 よ リ分リ やすと思われるが一からみれば大ﾡ 

のﾡっており. またこの中にお(て. 林※や梨以師内が占めている 

ﾡ受性が異 っこ ・るこ とめ知ら れる. 回別登ﾡ 休向から説頭す 

ば. 役合型とし乙釈型化さ北れば. 二っムム上の主受部バか それぞ 

れ地る 圧例し乙くすことをく、 別 至済に 存する二とによっこ互 

。 有利性が発祈こ れる協米ク駅そ二 にフっらムtてtる- したA 
っこそこその林※改ﾡは. の部内とそ▽河にきしつ\・ 条的点さ 

宮のそゆくかとtうことになみのであって. 労力 須材さらには 

土地ク利用にﾡし翌 に錠合 しラ ラwさ、改X客ﾡはﾡ刑に師ﾡされて

受ある. これに対しこ r1.R本のロくﾡ-型としこ 回引ﾡ青 

組様されれば、一つの主 受司口クみの 百利3 あル? 8か系の 原理 

がそ二に試ているのごろき。 したっこ 主受部ヴつ使つ部 

円は. ﾡ経的には主受部口に本仕すべく 務づけら北てりる そのこ 

おると 更数す 二 とかごさる- =クように 想別 済 さ形京し こる休 

ﾡが根木的に逢うク であ2 乙 このよう を休ﾡS ﾡ々 の?森林所相 者 

に当っそ受定めることが、ﾡ別的表投市も及のﾡ一少ごある。 ［こ 

の括の部を報告は故野事= く林野時報/s& / 月号、皆及通 

ﾡとせ衆ノ 号>の※永林求のﾡ形ﾡを参ﾡされたい?

このよう表ﾡ別所有者の 登済の 中における 林業 師内1はた、日ら 

そのﾡﾡを異にする。 すをわち早一型におけそ、板合型におい 

こ. 主ﾡ部内として搭付けられるか、 たは副次内としこﾡ付 

けシれるかは、共に同じく ﾡの 生産部内と し マ 所等極太北にる目 

的に組ﾡさこはいるものの、宝受性は自ら違ラクであフる、内ﾡ 

上起る 労•力 や 資材や 土 地の 利用の 銅整匸 は,当該部1向に自ら太 - 

ダー"ある- 例えば. T.H1家におけては、 ﾡ炭と用林林は主受師内］ 

割次部向と に区別をつ けたか". 二れは用材林の改きかがﾡえず主ﾡ部 

mである 敷ﾡ や水ﾡ作と生産 資源の 利用に肉し互に 読合 しを限 

におIて盗用されるとりうことにをるのに対しこ、 主 撃師m1 にあた 

②製炭は、その得力のﾡ大のためには、 改るﾡ戻まで叫次部内で 

ある用材林業部 円のﾡ責源のﾡ入をﾡ牲にすろ ことしありうるよ
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・ フ 生ウち 2ごみや ぐの老う星溶やその内却ﾡ式因子で 

あ乙林業師内は. 各さク妥7てるが. 上述の«ロくﾡ象的象形益に 

ま とめ ること によつ 乙、 か, ク程一般化する= とか"マでさ よ ら. 

か< こ 本荷ご台と し こ京リ 上げをﾡほ上2占環点は、 それぞれ用 

ﾡ2登済のタイ ブの山号ﾡには、か浜リク程ﾡ立なミつる

と乏えられる。
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